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わ
か
ら
な
い
の
居
場
所

障
害
も
ア
ー
ト
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
だ
け
ど

「
障
害
も
ア
ー
ト
も
ち
ょ
っ
と
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
は
み
ん
な
の
前
で
は
な
か
な
か
言
え
な
い
。

「
障
害
の
あ
る
人
に
は
優
し
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
か

「
美
術
館
で
は
静
か
に
見
ま
し
ょ
う
」
と
か

知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
い
ざ
目
の
前
に
し
て
み
る
と
、

ど
う
関
わ
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

な
ん
だ
か
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
静
か
に
し
て
い
る
。

(

わ
か
ら
な
い
っ
て
言
え
る
に
は
？)



や
っ
ぱ
り
、
わ
か
っ
た
り
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
り

実
は
障
害
が
あ
り
ま
す
。
と
言
わ
れ
る
と
、

お
、
だ
か
ら
か
な
。
と
妙
に
安
心
し
た
り
、

え
、
そ
う
な
の
。
と
変
に
構
え
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。

こ
れ
ア
ー
ト
作
品
で
す
よ
。
と
言
わ
れ
る
と
、

お
、
ア
ー
ト
な
の
か
。
と
妙
に
気
に
な
っ
た
り
、

え
、
ア
ー
ト
な
の
。
と
変
に
立
派
に
見
え
て
き
た
り
す
る
。

障
害
あ
る
人
の
ア
ー
ト
作
品
で
す
、
と
伝
え
る
こ
と
で
、

な
に
か
が
変
わ
る
、
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

(

そ
も
そ
も
何
を
変
え
た
か
っ
た
っ
け
？)
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　県域の支援センターが増えたことにより、セ
ンターの運営に関わる相談が増えました。展示
会や研修の企画だけでなく、作品を借りる場合
の必要な書式など事務上の問い合わせも多かっ
たです。半面、作家や家族からの相談は、新潟
県にも県域センターが設置された影響か減少し
ました。

相談支援の実施1

　ブロック圏内の県域センターとの共催、もし
くは未実施県での開催を重視しました。また新
たな取り組みとして、県支援センター職員を対
象とした展示研修会と、この１年の実績報告の
場としてブロック実践報告会を開催しました。

人材育成 ･ 研修事業2

　情報提供に基づき東海・北陸ブロック内のア
ーティストの発掘を行いました。

調査発掘3

新潟県・富山県の２会場でブロック展示会を開
催しました。東海・北陸ブロック８県中６県か
ら作家の紹介をうけました。

展示会の開催4

昨年度に引き続き公開オーディションを開催し
ました。今回は、障害のあるパフォーマーが舞
台に不安なく立てるようサポーターの養成にも
挑戦しました。

公開オーディションの開催5

◎ＨＰの更新
◎Ｆａｃｅｂｏｏｋページでの情報発信

情報発信6

相談延べ件数

実施県の取組み

県名 富山 福井 静岡 岐阜 愛知 石川 三重

日時

8/3
11/9・10

12/8

8/2
8/17～19

1/12
2/16

3/15・16

9/19
11/16
1/16

7/6
1/17

8/8
2/19
3/18

8/2
12/11
2/28
3/3

8/8
12/1

 センター名

愛知県
Aichi Artbrut Network Center
様々な関係者で構成される協力委員会を設置し、事業に
参画してもらっている。

静岡県
静岡県障害者文化芸術活動支援センターみらーと
展示会を商業施設で開催し、並行してファッション
ショーを実施した。

岐阜県

岐阜県障がい者芸術文化支援センター
tomoni アートサポートセンター
誰もが自由に創作活動に参加できるオープンアトリエを
実施している。

富山県
富山県障害者芸術活動支援センター ばーと◎とやま
富山県内の郵便局と連携したアートプロジェクトを実施
している。

新潟県
新潟県障害者芸術文化活動支援センターららーと
次年度新潟県で開催される全国障害者芸術・文化祭のプ
レイベントを実施した。

②相談の傾向
　2017 年度は、作家や家族・施設などからの個別の相談
が多くを占めました。2018 年度は個別の相談はほとんど
なくなり、各支援センターからの運営や研修会の企画など
センターの運営に関わる相談が主となりました。理由とし
ては、個別の相談は各支援センターで対応される仕組みが
整ってきたことが考えられます。広域センターの相談は今
後より専門的な内容になっていくことが予測されます。

①新潟県への巡回数

③巡回
　東海 ･ 北陸ブロック内における支援センターが開催する
協力委員会への出席及び未実施県の行政機関 ･ 関係団体事
業の周知を行いました。巡回を積極的に行うことで各支援
センターの特色のある取り組みや課題を把握することがで
きました。

ブロック巡回訪問の実績

24 件

平
成
29
年
度
に
開
設
し

た
東
海
･
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者

芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
。

平
成
30
年
度
は
ブ
ロ
ッ
ク
圏
内
の
県
の
支
援

セ
ン
タ
ー
が
５
つ
に
な
り
各
県
で
様
々
な
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

【上越本部】
〒 943 - 0834
新潟県上越市西城町 2 - 10 - 25　大島ビル 307 号室
社会福祉法人みんなでいきる法人本部内
TEL：025 - 530 - 7264　/　FAX：025 - 530 - 7261

【人員体制】
センター長 1 名（専従）
事務局員 1 名（専従）
アート･ ディレクター 1 名（専従・非常勤職員）
経理担当者 1 名（兼務）

当センター
初年度実施県 - 富山・岐阜・静岡・新潟
２年目実施県 - 愛知

平成 30 年度相談実績　720 件
昨年の相談件数 173 件　今年は 4 倍以上！

東海・北陸ブロックエリア464 件　※新潟県を除く

新潟県内 256 件 ※第 19 回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会の
　問い合わせを含む

県名 富山 福井 静岡 岐阜 石川 愛知 三重

件数 158 105 72 52 50 21 6

が行われていました。このことから、相談のニーズはある
が、顔の見えない弁護士に 1 対 1 で電話相談するのはかな
りハードルの高い方法であったと考えられます。今後は、
個々の電話相談ではなく、権利擁護研修などオープンな形
で相談できる機会を増やしていきたいと思います。

障害のある方の創作活動に係る権利保護のための無料法律
相談を 8 月から月に 1 回実施しましたが、相談ゼロの月が
多く有効に活用してもらうことができませんでした。電話
ではなく、弁護士を招いた研修会形式の相談会では、施設
職員や当事者から様々な相談が寄せられ、活発な質疑応答

無料法律相談 実施日 8/8 9/12 10/10 11/14 12/12 1/9 2/13 3/13

相談件数 0件 0件 0件 0件 1件 0件 4件 1件

　東海 ･ 北陸ブロック内における支援センタ
ーおよび未実施県の情報交換の場として連絡
会議を開催しました。

第 1 回 第 2 回

日時　平成 30 年 8 月 8 日 ( 水 )
場所　新名古屋高架新幹線口店
内容　各県の取り組み報告・情報交換
参加者数　10 名

日時　平成 30 年 11 月 9 日 ( 金 )
場所　富山県民会館
内容　中間支援組織の基本的役割の理解
参加者数　9 名

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
愛
知
県

と
、
今
年
度
開
所
し
た
岐
阜
・
富
山
・
新
潟
・

静
岡
を
含
め
、
5
つ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
活
動

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
件
数
は
720
件
と
昨
年
度
の
4
倍
以
上
に
急

増
し
ま
し
た
。
相
談
対
応
の
他
、
現
状
確
認
を

目
的
と
し
た
巡
回
、
支
援
セ
ン
タ
ー
同
士
の
情

報
交
換
の
場
で
あ
る
連
絡
会
議
開
催
な
ど
、
今

年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
数
字
で

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

数
字
で
見
る
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

弁護士：見竹 泰人 氏（みたけ法律事務所）

連絡会議の開催
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　昨年度までは、創作活動をしている当事者やその家族、施設職員、
福祉行政の関係者からの相談がほとんどでしたが、今年度は展示会
に来場した一般のお客様や福祉業界以外の組織など、これまで接点
のなかった方々からも相談が寄せられました。相談事例からも障害
とアートへの興味関心の広がりを感じる一年でした。

自宅にある生地を寄付したい

展示会の来場者

相談者

アール・ブリュット展に来場した会場近隣に住む女性。会場内に展示されて
いた布製の作品に感銘を受けて架電した。昔、デパートの服地売り場で働い
ていて、その時に個人的に集めていた生地が自宅にたくさんあるので障害あ
る方に生地を寄付したい。生地はどれも新品だが大きさや柄は色々あるので
欲しい方がいたら一度自宅に見に来てほしい。生地を欲しい方はいないだろ
うか？

相談内容

当センターから創作活動に熱心な施設の担当者に連絡し寄付の情報をメール
で伝える。施設担当者から、今後の創作活動の材料を考えていたところで、
ぜひ生地をいただきたいとの返信があった。当センターから寄付を申し出た
女性に取り次ぎ、施設担当者とつないだ。その後、施設担当者から生地を受
け取りに行く日が決まったと連絡があった。

対応

障害者アートについて特集したい

地域の情報誌の編集部スタッフ

相談者

地域の情報誌（フリーペーパー）を発行している。毎回巻頭特集で地域の方
やものごとを紹介している。今後、障害者アートをテーマにした特集を掲載
したいと思っており、配布エリアで障害者アートに関する活動をしている人
や場所などの情報を教えてほしい。

相談内容

当センターと交流のある作者が配布エリアにもいることを伝える。ぜひ会っ
て話を聞きたいということだったので、当センターが作者の母に連絡をし、
依頼内容の説明とアポイントの可否を確認。作者の母もぜひ取材に協力した
いということだったので、当センターも同行し編集部スタッフと作者の自宅
を訪問した。自宅の 2F では障害者アートの絵画教室を定期的に行っており、
その様子を取材し巻頭特集で紹介することになった。2018 年 11 月号の巻頭
特集に掲載された。

対応

相談事例 1相談事例 2
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アール・ブリュットの展覧会を開催したい

新潟県内にある美術館館長

相談者

アール・ブリュットに関心があり、平成 31 年度に展覧会を開催したいと思
っている。アール・ブリュットについて詳しく知らないので話を聞かせてほ
しい。作品の状況や展覧会にかかる費用についても教えてほしい。

相談内容

美術館を訪問し館長とスタッフの方に、当センターで関わったアール・ブリ
ュット展の様子を紹介しながら作品や国内での展示会の状況を説明。どんな
作品を展示したいかによって、費用はかなり変動することを伝える。全国的
にも著名な作品を集めた展覧会をしたいという希望だったので、当センター
でこれまで企画した展示会の費用をベースに伝えたところ予算的にかなり厳
しいとのことだった。その後、美術館内部で検討した結果、予算が充分に確
保できる状況での開催が望ましいと判断したと連絡があった。平成 31 年度
の開催は見送り、平成 32 年度以降で状況をみつつ検討していくとのことで
あったため、必要に応じて今後も相談にのっていくことにした。

対応

誰もが興味の持てる研修をしたい

静岡県障害者文化芸術活動支援センター　みらーと 職員

相談者

支援センターの初めての研修事業として、ハードルの低く誰もが興味を持て
る内容の研修会を実施したいのだが、どのようなものが良いか教えて欲しい

相談内容

相談者と話をする中で、サポートセンターを運営するオールしずおかベスト
コミュニティは、就労支援や授産品の相談などを行っている団体であるため、
写真についての講座であれば、これまで関わりのある商品づくりに関心のあ
る施設も、まだ関わったことのない作品づくりに関心のある施設や家族にも、
共通するテーマなのではないかという案が出る。写真家でもある本センター
アートディレクターがプログラム作成。“ スマホで撮影 基本テクニック ” と
して、作品や商品の撮影の際に気をつける、カメラの位置や撮影場所など、
その日に誰もが身に付けられるような技術のレクチャーを講義とワークショ
ップ形式で行った。

対応

相談事例 3相談事例 4
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舞
台
芸
術
と
い
う
言
葉
に
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
る
。
時

間
を
か
け
て
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
仕
上
げ
発
表

す
る
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
特
定
の
グ
ル
ー
プ
、
団
体
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
中

間
支
援
組
織
の
役
割
と
の
相
反
す
る
部
分
が
あ
る
。
多
く

の
方
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
め
る
機
会
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
っ
た
環
境
整
備
、
参
加
対
象
の
間
口
を
狭
め
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
舞
台
芸
術
と
い
う
表
現

で
は
な
く
身
体
的
表
現
と
い
う
文
言
に
す
る
と
敷
居
が
低

く
な
る
。
集
客
に
つ
い
て
も
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

❸ 

舞
台
芸
術
の
進
め
方

　

他
、
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
の
周
知
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
に

対
応
す
る
基
準
や
、
学
生
の
巻
き
込
み
方
、
作
品
を
販
売

し
た
い
と
い
う
相
談
へ
の
対
応
、
他
分
野
と
の
連
携
な
ど

様
々
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
分
、
次
も
同
じ

よ
う
な
内
容
が
議
題
に
上
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
少
し
ず
つ
変
化
は
あ
る
は
ず
で
す
。
小
さ
な
前
進

を
し
っ
か
り
と
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

主
な
議
題

　

事
業
が
や
り
っ
放
し
に
な
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
記

録
を
と
り
、外
部
に
伝
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
り
効
果
測

定
に
活
用
し
た
い
。た
だ
し
、現
状
は
事
業
に
追
わ
れ
て

ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
が
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
。特
に
展
示

会
や
舞
台
に
お
い
て
よ
い
企
画
を
実
施
し
て
も
、記
録
と

し
て
外
部
に
伝
わ
る
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。作

家
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

❶ 

記
録
の
方
法

　

良
い
研
修
会
を
実
施
し
た
く
て
も
近
く
に
適
任
と
な
る

講
師
が
い
な
い
。新
し
い
分
野
の
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
福

祉
の
現
場
と
ア
ー
ト
の
双
方
に
見
識
の
あ
る
人
材
が
少
な

い
。広
域
で
講
師
の
リ
ス
ト
化
を
進
め
る
と
同
時
に
講
師

に
な
り
え
る
人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。半
面
、施

設
か
ら
ア
ー
ト
活
動
を
取
り
入
れ
た
い
の
で
講
師
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。大
半
の
事
業
所

が
講
師
謝
礼
の
予
算
を
見
込
ん
で
お
ら
ず
、か
つ
利
用
者

本
人
の
た
め
で
は
な
く
事
業
所
の
売
り
と
し
て
ア
ー
ト
活

動
を
は
じ
め
た
い
意
図
が
見
え
る
。ア
ー
ト
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
が
、そ
れ
が
目
的

化
し
て
し
ま
う
と
本
末
転
倒
と
な
っ
て
し
ま
う
。安
易
に

講
師
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
中
間
支
援
組
織
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

❷ 

講
師

　

富
山
県
高
岡
市
に
て
、
富
山
県
障
害
者
芸
術
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ば
ー
と
◎
と
や
ま
と
協
力
し
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
米
田
代
表
よ
り
、
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
の

現
状
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
美
術
表
現
だ
け
は

経
験
や
ス
キ
ル
が
評
価
に
直
結
せ
ず
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
最
も
同
じ
土
俵
で
戦
え
る
の
は
ア
ー
ト
の
世
界
な

の
で
は
と
。
た
だ
、
一
般
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
違
い
障
害

の
あ
る
方
は
自
ら
発
信
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
、
家
族

や
施
設
職
員
な
ど
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
世
に
出
て
い
く

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
世
に
出
た
独
特
の
表

現
や
自
身
の
内
面
を
映
し
出
さ
れ
て
い
る
ア
ー
ル
･
ブ
リ

ュ
ッ
ト
作
家
の
層
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
障
害
の

あ
る
方
の
創
作
活
動
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
の
で
は

と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
I
D
E
K
O
小
出
代
表

よ
り
こ
れ
ま
で
の
展
示
会
を
通
じ
て
、
会
場
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
什
器
を
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
相
談
し
ど
の
よ
う

に
決
め
て
き
た
か
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
照
明
や
空

間
の
余
白
と
い
っ
た
基
本
的
な
知
識
か
ら
、
展
示
空
間
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
く
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か

示
唆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
ぜ
ピ
ン
ク
の
台
座
や
琴
の
譜

面
台
の
よ
う
な
什
器
を
作
っ
た
の
か
、
作
家
と
の
か
か
わ

り
方
を
通
じ
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

米
田
代
表
か
ら
も
西
洋
建
築
と
比
較
し
、
日
本
家
屋
は

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
作
品
を
飾
れ
る
し
つ
ら
え
に
な
っ
て
お

り
、
コ
ー
ド
を
隠
す
場
所
も
た
く
さ
ん
あ
る
な
ど
展
示
会

場
と
し
て
の
優
位
性
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
作
品
を
展
示
し
て
み

ま
し
た
。
百
円
均
一
で
売
っ
て
い
る
も
の
も
展
示
方
法
や

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
工
夫
を
加
え
る
だ
け
で
作
品
の
魅
力
を
十

分
に
引
き
出
せ
る
こ
と
が
分
か
り
、
会
場
は
と
て
も
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
ば
ー
と
◎
と
や
ま
の
研
修

会
に
参
加
さ
れ
た
方
や
、
新
た
な
作
家
の
情
報
の
提
供
も

あ
り
じ
わ
じ
わ
と
ア
ー
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て

い
き
そ
う
で
す
。

日
時
：
平
成
30
年
12
月
8
日
（
土
）　　

参
加
者
：
13
名

講
師
：
米
田 

昌
功
（
富
山
県
障
害
者
芸
術
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ば
ー
と
◎
と
や
ま 

代
表
）　　

小
出 

真
吾
（
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
I
D
E
K
O 

代
表
）

ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
４　

ア
ー
ト
支
援
実
践
の
た
め
の
研
修
会

東
海
･
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
開
催

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
者
を
対
象
に
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
海
･
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
は
平
成
29
年
度
と
比
較
し

支
援
セ
ン
タ
ー
の
数
が
1
か
ら
5
に
増
え

た
こ
と
も
あ
り
と
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔

ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
必

要
と
す
る
情
報
は
大
き
く
分
け
て
❶
記
録

の
方
法
、
❷
講
師
、
❸
舞
台
芸
術
の
進
め

方
の
3
点
が
挙
が
っ
て
き
ま
し
た
。
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ま
し
た
。中
間
支
援
組
織
の
基
本
的
な
役
割
や
空
間
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
よ
る
展
示
空
間
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
話
、福
祉
現
場
の
相
談

員
か
ら
基
本
的
な
福
祉
の
制
度
と
相
談
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
座
学
の
時
間
よ
り
も
、質
疑
応
答
や
情
報
交
換
の
時

間
の
方
が
長
く
交
流
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
の
範

囲
が
広
大
な
だ
け
、取
り
組
み
に
も
地
域
差
が
あ
り
ま
す
。相
談

の
内
容
や
、セ
ン
タ
ー
の
実
施
体
制
に
も
差
が
あ
り
、よ
り
ブ
ロ
ッ

ク
内
で
フ
ォ
ロ
ー
し
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

に
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
た

め
に
、画
一
的
な
話
で
は
な
く
、セ
ン
タ
ー
の
実
務
に
即
し
た
情
報

の
共
有
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
気

兼
ね
な
く
話
せ
、出
席
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

東
海
･
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
に
展

示
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。新
潟
･
富
山
の
2
会
場
で
そ
れ

ぞ
れ
展
示
什
器
の
設
営
や
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。展
示

作
業
そ
の
も
の
よ
り
も
担
当
者
同
士
が
一
緒
に
手
を
動
か
し
、交

流
を
図
れ
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
し
た
。

　

富
山
会
場
の
2
日
目
で
は
、座
学
中
心
の
研
修
会
を
実
施
し

新潟会場 富山会場

日時 平成 30 年 10 月 5 日 ( 金 ) 〜 6 日 ( 土 ) 平成 30 年 11 月 9 日 ( 金 ) 〜 10 日 ( 土 )

参加人数 4 名 8 名

1 日目 展示作業 ･ 什器の設営 ･ 会場下見など

2 日目

①全体ミーティング
②展示会場の受付 ･ 誘導
③展示会場内巡回
④和太鼓パフォーマンスの視察

①中間支援組織の基本的役割の理解
　講師：ブロックセンター職員
②展示空間のディレクション　　　　　　
　講師：IDEKO 代表 小出 真吾 氏
③相談支援の基本的理解
　講師：社会福祉法人まき福祉会　今井 正人 氏

昨
年
度
に
引
き
続
き
2
回
目
と
な
っ
た
「
権

利
保
護
」
に
つ
い
て
の
研
修
会
。
弁
護
士
の

先
生
か
ら
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
に
係

る
権
利
の
基
本
的
な
内
容
に
つ
い
て
解
説
を

い
た
だ
い
た
後
、
実
際
に
福
祉
施
設
の
現
場

で
抱
え
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
、
弁

護
士
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
事
例
検
討
だ
け
で
な
く
、

展
示
会
出
品
の
際
の
承
諾
書
や
、
作
品
を
使

用
し
て
商
品
を
作
る
際
の
契
約
書
な
ど
、
今

後
必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
い
書
類
の
ひ
な

型
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

実施概要
【日　時】平成 31 年 2 月 4 日（月）
　　　　　13：30 ～ 16：30

【場　所】新潟ユニゾンプラザ研修室
【参加者】10 名

【講　師】見竹泰人氏（みたけ法律事務所 弁護士）
【内　容】権利保護に関する基本講座（見竹弁護士）
　　　　　事例検討４件
　　　　　承諾書等ひな型チェック講座弁護士 見竹泰人氏

検討した事例（一部）

利用者の作品を貸し出すなど作品を活用して対価が発生する場合、事
業所としてどのような立場で契約書に明記すればいいのか？

Q１

借りたい方と作者が直接契約するのが基本。作者の代理をする場合
は、作者本人と施設の間での代理の契約が必要になる。代理としてど
ういった代理権をもつのか？ その内容を詰めていくことが必要にな
る。単に、借りたい人からこういう条件で話が来ています……という
取り次ぎだけであれば代理契約は必要ない。

A１

作品を売買する場合、どうやって金額を設定したらいいのか？Q２

【見竹弁護士から法律の視点で回答】
法律的に言うと制限はない。売る側と買う側の双方が合意していれば
基本的に問題はない。一般的にはどのくらいの金額で取引されるもの
なのか、他の事例を参考にするとよい。
【ブロックセンターから日本の現状を紹介】
障害ある方の作品について市場の価値が定まっていないのが現状。売
買するときの基本姿勢として、作者が売りたくない作品は売らないの
が大前提。作品の中で記念的要素があるものは売らないようにしてい
る施設もある（初めて書いた、転機になった作品など）。販売価格の
事例としてクシノテラスのHPを紹介。

A２

施設で預かっている作品がある。量が多くなり保管スペースがなくな
ってきたので、作者の家族に相談したところ施設で処分していいと言
われた。作品を処分する際に注意すべきポイントを教えてほしい。

Q３

まずは処分の意味を明確にする。処分＝廃棄でOKか？確認する必要が
ある。廃棄することを施設に委託することになるので、委託すること
についての書面を作っておく必要がある。何を何点廃棄するのか具体
的に明記しておく。廃棄となった時に、どうせ捨てるんだから、もっ
たいないから利用してしまおう！はNG。利用する場合は作者に承諾を
得る必要がある。

A３

障害ある方から「作品をもらってくれ」と言われた。作品をもらう際
は、どのような書面を交わしたらいいのか？「寄付」「寄贈」「贈
与」などいろいろな言葉があるが言葉の違いも教えてほしい。

Q４

一般的には「寄付」はお金が対象、「寄贈」はモノが対象だが、法
律的には「贈与」という言葉でまとめられている。書面は、贈与す
るということがはっきりしていて、「何を贈与するのか（作品の特
定）」、「作品の著作権も譲渡すること（著作権法27条・28条の権利
を含む）」、「著作者人格権を行使しないこと」、この3つが明記され
ていれば基本的に問題はない。

A４

ブ
ロッ
ク
展
示
研
修
会
の
開
催

障
害
の
あ
る
方
の

創
作
活
動
に
係
る

事
例
検
討
会
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2
日
間
に
亘
り
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
践
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
セ
ン
タ
ー
よ
り
実
施
し
た
事
業
内

容
と
そ
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
を
受

け
、
共
有
・
分
析
を
通
じ
て
次
年
度
の
事
業
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
文
化
活
動

家
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
氏
、
写
真
家
で
映
画
監
督

で
あ
る
大
西
暢
夫
氏
、
先
進
事
例
と
し
て
認
定

N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
ひ
ゅ

ー
る
ぽ
ん
理
事
長
の
川
口
隆
司
氏
か
ら
の
講
演

も
あ
り
様
々
な
学
び
の
機
会
と
な
っ
た
2
日

間
で
し
た
。

　

こ
の
1
年
間
の
成
果
を
さ
ら
に
前
に
進
め

る
た
め
に
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
あ
り
方

の
整
理
や
ア
ー
カ
イ
ブ
や
事
業
評
価
の
方
法
な

ど
、
次
年
度
重
点
的
に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る

取
り
組
み
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
全
事
業
終
了
後
に
評
価
委
員

会
を
開
催
し
、
2
0
1
8
年
度
の
事
業
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
ひ
た
す
ら
人
材
育
成
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
の

つ
な
が
り
が
広
が
る
た
め
に
巡
回
展
な
ど
展
示
の
機
会

が
増
や
す
取
り
組
み
が
必
要
で
は
と
次
年
度
事
業
に
向

け
て
の
助
言
を
い
た
だ
き
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
『
残

す
』
こ
と
に
も
っ
と
意
識
を
し
て
ほ
し
い
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
活

躍
し
て
い
っ
た
が
1
0
0
年
後
の
世
界
で
残
っ
て
い

る
方
は
一
か
け
ら
で
あ
り
、
こ
の
事
業
の
成
果
が
歴
史

と
し
て
残
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

石
川
県
金
沢
市
に
て
、
は
て
な
L
a
b
o
と

協
力
し
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
養
成
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
は
て
な
L
a
b
o
は
石
川
県
内
の

拠
点
を
置
く
、
ぽ
れ
ぽ
れ
工
房
山
の
家
、
愛
育

学
園
、
ジ
ョ
ブ
ス
タ
ジ
オ
・
ノ
ー
ム
な
ど
の
中
心
と

な
り
、
事
業
所
が
ア
ー
ト
を
と
お
し
て
現
場
で
の

支
援
の
方
策
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

今
回
の
企
画
は
、
は
て
な
L
a
b
o
か
ら

障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
を
進
め
て
い
く
上

で
必
要
な
知
識
を
全
般
的
に
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
し
た
い
と
要
望
が
あ
り
、
権
利
保
護
・
作

家
と
の
関
わ
り
方
や
展
示
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ

機
会
と
し
ま
し
た
。

　

早
川
弁
護
士
か
ら
は
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
必
要
な
基
本
的
な
著
作
権
の
概
論
、
後
半
は

現
場
の
事
例
を
も
と
に
質
疑
応
答
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
質
問
が
連
な
り
、
予
定
の
時
刻
を

過
ぎ
て
も
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
『
所
有
権
』
と
『
著
作
権
』
の
整
理

に
関
わ
る
質
疑
が
多
か
っ
た
で
す
。著
作
権
は
、

作
っ
た
瞬
間
に
作
家
本
人
に
帰
属
す
る
こ
と
を

原
則
に
、
本
人
に
対
し
て
何
が
権
利
侵
害
に
な

の
か
を
し
っ
か
り
事
業
所
と
し
て
考
え
て
い
く

必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
宮
下
さ
ん
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
展
示
会
を
通
じ
て
作

品
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
作
品
が
生
ま

れ
て
い
る
環
境
や
過
程
に
魅
力
を
感
じ
た
ケ
ー

ス
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
作
品
と
一

緒
に
創
作
環
境
を
再
現
し
て
展
示
を
す
る
こ
と

で
、
よ
り
作
品
の
魅
力
や
作
家
本
人
へ
の
関
心

が
高
ま
る
の
で
は
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
石
川
県
内
で
は
福

祉
施
設
に
お
け
る
著
作
権
に
関
わ
る
研
修
の
ニ

ー
ズ
が
高
い
こ
と
と
、
展
示
や
発
表
の
機
会
を

求
め
て
い
る
事
業
所
が
多
い
こ
と
が
把
握
で
き

ま
し
た
。
次
年
度
の
事
業
に
し
っ
か
り
反
映
し

て
い
き
た
い
で
す
。

り
地
域
に
根
差
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
い

っ
た
地
元
に
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
場
所
を
ど
ん
ど
ん
活

用
す
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
、
富
山

県
に
よ
る
経
済
的
支
援
や
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
全

体
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

　

富
山
に
お
い
て
、
年
に
一
度
の
企
画
展
や
巡
回
展
の

よ
う
な
も
の
は
、
大
変
安
定
し
て
き
た
。
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
と
い
う
協
力
体
制
を
生
か
す
こ
と
で
、
人
々
を

魅
了
す
る
作
品
も
充
実
し
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
の
よ

う
な
企
画
展
で
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
魅
力
を
伝
え

る
と
同
時
に
、
滋
賀
県
の
N
O-

M
A
の
よ
う
な
常
設

の
場
を
設
け
、
作
品
を
地
域
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
く
段

階
に
入
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
終
的

に
は
、
作
品
が
“
さ
り
げ
な
く
、
い
つ
も
そ
こ
に
あ
る
”

よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

2
0
1
8
年
11
月
10
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
富

山
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
『
H
E
A
R
T
の
中
の

A
R
T
』
を
視
察
。
会
場
と
な
る
富
山
県
民
会
館
分
館

『
金
岡
邸
』
は
、
富
山
地
方
鉄
道
の
小
さ
な
駅
か
ら
5

分
ほ
ど
歩
い
た
、
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
富
山
で
の
展
覧
会
は
、
高
岡
市
美
術
館
や
県
民

会
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
“
展
示
の
た
め

の
場
”、あ
る
意
味
、無
機
質
な
空
間
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
初
め
て
、
金
岡
邸
と
い
う
人
の
生
活
に

密
接
し
た
空
間
に
置
か
れ
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
見
て
い

た
作
品
の
表
情
が
こ
ん
な
に
も
違
っ
て
見
え
る
の
か
と

驚
い
た
。
作
品
と
一
対
一
で
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、

風
情
の
あ
る
室
内
建
築
や
美
し
い
庭
園
を
背
景
に
、
静

け
さ
の
中
に
さ
り
げ
な
く
“
あ
る
”
様
子
が
、
ま
る
で

一
枚
の
写
真
と
し
て
切
り
取
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
た
、ひ
と
部
屋
に
ひ
と
つ
の
作
品
を
展
示
す
る
な
ど
、

空
間
を
贅
沢
に
使
い
、
作
者
や
作
品
を
大
切
に
思
う
優

し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

今
後
も
、
た
だ
の
展
示
場
で
な
い
金
岡
邸
の
よ
う
な

空
間
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
願
う
が
、
集
客

力
が
課
題
に
な
る
と
想
像
す
る
。
も
ち
ろ
ん
観
客
あ
っ

て
こ
そ
の
展
覧
会
だ
が
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
よ

地
域
に
“
あ
る
”
展
示

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

谷
口
菜
月

日
時
：
平
成
31
年
3
月
15
日
（
金
）
～
16
日
（
土
）

場
所
：
北
ノ
庄
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
（
福
井
県
福
井
市
）

参
加
者
：
15
日
：
36
名　

16
日
：
32
名

ブ
ロ
ッ
ク
実
践
報
告
会

日
時
：
2
0
1
9
年
3
月
18
日
（
月
）

場
所
：
カ
ネ
ジ
ュ
ー
ビ
ル
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

出
席
者
：
垣
尾 

良
平 

氏
（
社
会
福
祉
法
人
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
常
務
理
事
）

　
　
　
　

今
泉 

岳
大 

氏
（
高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ
ら
美
術
館
学
芸
員
）

評
価
委
員
会

日
時
：
平
成
31
年
3
月
3
日
（
日
）　

参
加
者
:

25
名

講
師
：
早
川 

潤
（
中
島
史
雄
法
律
事
務
所
弁
護
士
）

　
　
　

宮
下 

忠
也
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
･
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

　
　
　

角
地 

智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
養
成
研
修
in
金
沢

谷口菜月
大阪府出身。元チューリップテレビ

（TBS 系・富山県）アナウンサー。夕
方のニュース番組のキャスターを務め
ながら、富山県のアール・ブリュット
現状や課題を長期にわたって取材。障
害者アート支援工房「ココペリ」に通
う作家に密着した特集を複数回放送し
たほか、先進地・滋賀県にも運び、富
山県における支援のかたちを模索・提
案してきた。現在は東京でフリーアナ
ウンサーとして活動している。福祉イ
ベントやトークセッションの司会も多
数担当。圭三プロダクション所属。
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新
潟

上
越
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／ 

浄
興
寺

富
山

H
E
A
R
T
の
中
の
A
R
T 

／ 

薬
種
商
の
館 

金
岡
邸
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６つのプロジェクト

もちより作品展示
マイプレイステーション ～私の遊び場～
10月6日（土）～12日（金）
「遊び」をテーマに、当事者や家族、施設職員が作品を持ち寄
り自主展示。来場者は実際に作品を手に取って遊びながら障害
のある方々の日常の様子を体験。

アール・ブリュット in 上越4
10月6日（土）～12日（金）
新潟県内の他、東海・北陸エリアから選りすぐりの作品を展示。
鑑賞の仕方がわからない方にもお薦めの対話型鑑賞会も実施。

「障害もアートもちょっと、よくわかりません」
とはなかなか言いづらい雰囲気がある
( だって大人でしょう )

「ちょっと、よくわからないんですよ」
と口に出して言ってみるとする。すると

「こんな見方があるらしいですよ」
と知っている人が教えてくれる。あるいは、

「分かんないですよねー」
と隣の人が頷いてくれる。

それで、分かることもあれば、分からないままのこともあって、
でもそうやって、ちょっと口に出して言ってみることができる場所。
誰かが聞いてくれたり、頷いてくれる時間が作れないかなと考えています。

（上越アートプロジェクトディレクター　角地智史）

わからないの居場所

障害とアートに関する講演会
ゲストを迎え、アール・ブリュットin上越4の期間中に、障害
とアートに関する講演会を開催。

美術館におけるアール・ブリュットについて
10月6日（土）
話し手：高浜市やきものの里かわら美術館   学芸員 今泉岳大氏

当事者の声～表現と発達障害について～
10月8日(月祝)
話し手：発達障害の当事者グループ代表　斉木靖子氏

音楽LIVE
「わからないの居場所」のコンセプトにちなんで不思議な楽
器「ハンドパン」と「テルミン」のLIVEをアール・ブリュッ
トin上越4の期間中に開催。

次世代楽器 ハンドパン
10月7日（日）　奏者：久保田リョウヘイ氏

世界最古の電子楽器 テルミン
10月8日(月祝)　奏者：街角マチコ氏

多
様
な
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
転
換

　

平
成
27
年
・
28
年
・
29
年
と
開
催
し
て
き
た
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
。
昨
年
度
は

地
域
色
あ
る
展
示
会
を
目
指
し
、
町
屋
を
会
場
に
地
域
の
方
々
の
作
品
も
多
数
展
示
し

ま
し
た
。
自
主
展
示
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
、
主

催
者
側
と
出
品
者
が
協
働
で
展
示
会
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
と
ア
ー
ト
に
関
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
展
示
会
来
場
者
の
割
合
と
し
て
は
福
祉
関
係
者
、
美
術
関
係
者
が
多
く
、

ま
だ
ま
だ
一
般
市
民
の
方
に
広
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
後
、

市
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
「
福
祉
も
ア
ー
ト
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
わ

か
ら
な
い
と
は
言
い
づ
ら
い
為
に
理
解
で
き
な
い
、
楽
し
め
な
い
…
…
」
と
い
う
現
状

が
見
え
て
き
ま
し
た
。　
　
　

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
よ
り
多
様
な
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
「
わ
か
ら
な
い
の

居
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
展
示
会
だ
け
で
な
く
福
祉
と
ア
ー
ト
に
関
わ
る
様
々

な
文
化
事
業
を
「
上
越
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
展
開
。
創
作
の
場
、
音
楽

L
I
V
E
や
講
演
会
な
ど
様
々
な
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
よ
り
多
様
な
関
係
性
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
を
目
指
し
ま
し
た
。

ワークショップ
おせっかい道場　
～アート作品をプロデュースしたい人・されたい人、集まれ！～

7／28、8／18、9／8、9／22、10／４・5（全5回）
自分の視点だけでなく他者の視点を通して、より幅広いもの
の見方や伝え方を学ぶことを目的として、対話型鑑賞会や写
真講座、展示講座などを実施。講座で学んだことを実践する
場として、10月6日～12日のもちより展で自主展示に挑戦。

創作の場
みんなでわいわいあーとなじかん
6／30、9／8、10／6～12、12／9、2／23（全5回）
障害者も健常者も一緒に絵を描いたり作品を作ったりする場を
定期的に開催し、居場所／コミュニティの形成や、新しい出会
い、情報交換の機会に繋げた。
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誰にも言われたわけでもなく周囲の理解は後回し。

ただ自分の目的のために、非常識な方法で前人未到の域に足を踏み入れていく。

そんな冒険者の行為を「パイオニアワーク」と呼ぶことがあります。

彼らの作品もパイオニアワーク感がいっぱいで、初見は驚きや不安が先行しまいがちです。

「わからない」ことはたくさんあります。

ただ、それを貫くものは人間としての純粋で原初的な欲求で、

生の謳歌につながる誰でも分かち合えるものです。

じっくり眺め、目線を変えることで、

人間らしい感情の変化「驚き」「笑い」「感動」「好奇」を作品から感じ取った時、

それまで持っていた認識や常識が大転換するにちがいありません。
（展示会パンフレットより一部抜粋）

会場ディレクター　米田昌功
富山県障害者芸術活動支援センター ばーと◎とやま

アール・ブリュット in 上越４によせて

昨
年
の
寒
さ
を
教
訓
に
開
催
日
を
10
月
6
日
～
12
日
に
早
め
て
実
施
。
会
場
は
親
鸞
聖

人
の
御
頂
骨
が
安
置
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
浄
興
寺
。
歴
史
と
風

格
あ
る
寺
院
を
舞
台
に
、
新
潟
県
内
だ
け
で
な
く
東
海
・
北
陸
エ
リ
ア
か
ら
作
家
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
展
示
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
作
家
数
は
、
新
潟
・

富
山
・
石
川
・
福
井
・
愛
知
・
岐
阜
の
6
県
か
ら
合
計
20
名
。
ま
た
、
作
品
セ
レ
ク
ト

や
展
示
構
成
な
ど
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
富
山
県
障
害
者
芸
術
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ば
ー
と
◎
と
や
ま
の
米
田
昌
功
代
表
に
依
頼
し
、
新
潟
×
富
山
の
協
働
作
業
で
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

東
海
·
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
連
携
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

10
月
5
日
の
搬
入
・
展
示
作
業
は
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の

展
示
研
修
会
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
実
際
に
手
を
動
か
し
な

が
ら
学
ぶ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

展
示
研
修

N
P
O
法
人
芸
術
資
源
開
発
機
構
A
R
D
A
正
会
員
の
田

辺
梨
絵
さ
ん
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
迎
え
、自
分
の「
気
に
な
っ
た

ポ
イ
ン
ト
」を
話
し
、他
者
の「
気
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
」を
聞
く

と
い
う
対
話
の
中
か
ら
、作
品
の
オ
モ
シ
ロ
さ
や
背
景
を
探
っ
て

い
き
ま
し
た
。

対
話
型
鑑
賞
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
実
施

期間：10月6日～12日　10：00～15：30
会場：浄興寺 庫裏

アール·ブリュット作品展示

作家数 : 20 名 
・県内作家 2 名
・県外作家 18 名

来場者数

名582
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ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
i
n
上
越
4
と
同
時
に
持
ち
寄
り
展
示
を
高
田

商
店
街
に
あ
る
リ
ブ
レ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
施
設
や
家
庭
、
学

校
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
「
遊
び
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
事
者
や
家
族
、
施

設
職
員
が
作
品
を
持
ち
寄
り
自
分
た
ち
で
展
示
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
作

品
を
手
に
取
っ
て
遊
ん
だ
り
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
会
場
内
に
は
、
誰
も

が
自
由
に
絵
を
描
い
た
り
で
き
る
創
作
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
。
周
辺
で
行
わ

れ
て
い
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
の
相
乗
効
果
で
小
さ
な
子
供
連
れ
の
家
族
も

多
く
、
世
代
や
障
害
の
あ
る
な
し
を
超
え
て
に
ぎ
わ
う
遊
び
場
と
な
り
ま

し
た
。

障
害
や
世
代
を
超
え
て
集
っ
た
み
ん
な
の
居
場
所

マイプレイステーションの遊び方

ここに、たくさんの遊びを集めました。

カルタやスゴロクのように、
私たちが知っている遊びもあれば、
紙吹雪の中に自分の名前を書いて、

パッと撒いてから名前を探すというような、
私たちの知らない遊びもあります。

どんな遊びも遊び方がわからないと、
なかなか楽しめません。

説明書を読むだけではなく、
遊び方は遊びながら覚えていくのが一番です。

わからないままに、ちょっとまずやってみませんか。

期間：10月6日～12日　10：00～15：30
会場：リブレリアホール

もちより作品展示

作家数 : 
個人・施設
あわせて 20 組

来場者数

名1422
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❶

❸

❷

❹

　

重
要
文
化
財
で
あ
る
浄
興
寺
の
庫
裏
を
お
借
り
し
て
開
催
し
た
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
。
歴
史
と
風
格
あ
る
空
間
で
展
示
で
き
た
こ

と
で
作
品
の
見
応
え
が
増
し
お
客
様
に
も
大
好
評
で
し
た
。
し
か

し
、
展
示
会
後
、
浄
興
寺
担
当
者
か
ら
会
場
の
畳
が
破
損
し
て
い
る

と
連
絡
が
あ
り
、
確
認
に
行
っ
た
と
こ
ろ
擦
れ
た
よ
う
な
傷
や
引
き

ず
っ
た
よ
う
な
傷
を
77
か
所
に
わ
た
り
確
認
し
ま
し
た
。

　

畳
会
場
へ
の
配
慮
を
学
ん
だ
出
来
事
で
し
た
。今
回
の
教
訓
を
生

か
し
、畳
会
場
を
使
用
す
る
際
の
5
箇
条
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
畳
や
脚
立
へ
の
確
実
な
養
生
を
す
る

②
会
場
担
当
者
立
会
い
の
も
と
で
養
生
の
確
認
を
す
る

③
展
示
作
業
前
の
畳
の
状
態
を
写
真
や
映
像
で
記
録
す
る

④
責
任
の
所
在
を
明
記
し
た
会
場
借
用
の
契
約
書
を
取
り
交
わ
す

⑤
会
場
破
損
に
も
対
応
で
き
る
保
険
に
加
入
す
る

■
今
後
の
対
策 

5
箇
条

■
原
因
究
明
と
証
拠
写
真
の
存
在

　

浄
興
寺
か
ら
は
、
脚
立
の
脚
を
金
属
が
む
き
出
し
の
ま
ま
使
用
し

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
使
用
す
る

際
は
脚
に
軍
手
を
は
か
せ
る
な
ど
養
生
を
し
て
い
た
の
で
脚
立
が
原

因
と
は
考
え
づ
ら
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
会
場
の
下
見
に
行
っ

た
時
の
写
真
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
畳
に
傷
が
あ
る
こ
と
が

判
明
。
す
べ
て
の
傷
が
今
回
の
展
示
で
つ
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
浄
興
寺
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
か
ら
の
傷
も
あ
る
が
、
展
示

会
で
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
傷
も
あ
る
…
…
と
い
う
こ
と
か
ら
双
方
で

協
議
し
た
結
果
、
展
示
会
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
36
畳
分
に
つ
い
て

修
理
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
。

 

今
回
の
展
示
会
で
は
、
目
的
と
企
画
・
実
施
内
容
の
整
合
性
が
と
れ
て
い
る

か
、
客
観
的
な
評
価
を
も
ら
う
た
め
に
有
識
者
に
評
価
を
い
ら
い
し
ま
し
た
。

展
示
会
評
価
者
の
声

　

リ
ブ
レ
リ
ア
ホ
ー
ル
の『
マ
イ
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
創
作
の
場
』は
、

地
元
の
人
が
偶
然
立
ち
寄
っ
た
と
思
わ
れ
る
情
景
が
多
く
見
ら
れ
、
商
店

街
の
中
と
い
う
親
し
み
や
す
い
場
所
を
生
か
し
て
い
て
、
会
場
の
明
る
さ

や
入
口
の
様
子
か
ら
も
、
開
放
的
な
印
象
を
受
け
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、
芸
術
的
な
作
品
の
レ
ベ
ル
に
関
わ
ら
ず
、
作
者

の
発
表
の
場
を
作
る
と
い
う
の
も
目
的
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
芸
術
性
の
高
い
作
品
を
発
表
す
る
た
め
の
支
援

も
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
リ
ブ
レ
リ
ア
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
、
き
め
細
か
く

「
作
家
が
も
れ
な
い
た
め
の
場
」
を
設
け
る
の
は
、
地
域
に
根
差
し
た
展

覧
会
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
。
出
展
者
本
人
や
そ
の
家
族
が
自
ら
企
画

す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
、
よ
い
刺
激
を
与
え
て
い
る
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
・
浄
興
寺
で
の
展
示
は
、
会
場
の
荘
厳
さ
や
趣
も

相
ま
っ
て
、
見
応
え
が
あ
っ
た
。
寺
だ
け
で
も
観
光
の
目
玉
と
な
り
得
る

場
所
に
展
示
す
る
こ
と
は
、
訪
れ
た
人
に
お
得
感
を
味
わ
わ
せ
、
会
場
の

魅
力
に
負
け
な
い
、
作
品
の
も
つ
力
を
改
め
て
感
じ
た
。
ひ
と
つ
疑
問
に

思
っ
た
の
は
、地
元
の
作
家
で
あ
る
高
橋
和
真
さ
ん
の
作
品
の
扱
い
方
だ
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
障
害
の
有
無
で
線
引
き
を
す
べ
き
で
は
な
い
し
、

地
元
の
作
家
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
や
は
り
支
援

な
し
で
は
発
表
で
き
な
い
よ
う
な
作
家
の
作
品
を
、
展
示
の
冒
頭
・
真
ん

中
に
置
い
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

と
は
い
え
、
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
展
覧
会
を
開
く
た
め
に
は
、
地
元
の

人
た
ち
と
の
対
話
が
欠
か
せ
な
い
。
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
意
義
や
障

害
の
あ
る
作
家
の
発
表
の
場
を
大
切
に
し
つ
つ
、
郷
土
の
作
家
や
地
域
住

民
と
向
き
合
い
、
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
こ
と
も
、
長
く
愛
さ
れ
る
展

示
を
続
け
る
た
め
の
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

谷
口
菜
月

会
場
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

今
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
自
分
の
視

点
だ
け
で
な
く
他
者
の
視
点
を
通
し
て
、
よ

り
幅
広
い
も
の
の
見
方
や
伝
え
方
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
対
話
型
鑑
賞
会
や
写
真

講
座
、
展
示
講
座
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ワークショップ
アート作品をプロデュース
したい人・されたい人、集まれ！

創作活動をしている当事者やその家族に作品を持参してもらい対話型鑑
賞を実施。作品を見てどんな感じがするか、一人ひとりが、第一印象を
音や触り心地、匂いなどで表現。作品の感じ方はまさに十人十色で、作
者本人や家族にとっては作品の感想を直に聞ける貴重な時間でした。

❶ ものの多様な見方を知るべし！
（対話型鑑賞） 7 ／ 28

NASCスタッフが講師となり、写真の見方や撮り方、意図の込め方を
学びました。困りごとQ＆Aでは、作品撮影時の影の解消法をレクチャ
ー。またSNSにアップする時のトリミングのコツと、写真の並べ方など
も伝えました。

❷ ものの多様な撮り方を知るべし！
（写真講座） 8 ／ 18

10月6日からの展示会に向け、出品するメンバーを対象に展示プランや
キャプション作成、ダンボール什器の組み立て練習などを行いました。
展示プランでは、作品の魅力をどう伝えたらいいか？悩むメンバーに参
加者全員でアドバイス。多数の視点から魅力を掘り下げることができま
した。

❸ ものの多様な見せ方を知るべし！
（展示講座） 9 ／ 8、22

もちより展示の搬入日。事前の展示プラン作成や、ダンボール什器の組
み立てレクチャーが功を奏し、当日の展示作業はスムーズに進行。当事
者は創作意欲が高まり、家族や施設職員も日常の創作の様子を今まで以
上に興味をもって見守っていきたい！というサポート意欲の向上に繋が
ったようでした。

❹ いざ展示！今まで学んだことを実践すべし
（自主展示） 10 ／ 4、5

畳会場にはご用心！
アール・ブリュットin上越
会場トラブルからの学び ～～
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創
作
の
場
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

あ
ー
と
な
じ
か
ん

　

平
成
29
年
30
年
度
と
参
加
型
展
示
会
を
通
し
て
、
福
祉
と
ア

ー
ト
に
関
わ
る
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
参
加
者
か
ら
展
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

創
作
が
で
き
る
時
間
が
欲
し
い
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、
定
期
的
に
創
作
を
通
し
て
集
え

る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
当
事
者
に
と
っ
て
の
居
場
所
が
生
ま

れ
る
こ
と
。
支
援
者
に
と
っ
て
の
相
談
窓
口
や
情
報
交
換
の
時

間
に
も
な
る
こ
と
。
町
の
人
た
ち
と
障
害
あ
る
人
と
の
関
わ
り

の
場
に
も
な
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
狙
い
か
ら
今
年
度
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
創
作
の
場
を
５
回
実
施
し
ま
し
た
。

趣
旨
と
目
的

　

創
作
の
場
に
お
け
る
画
材
や
道
具
は
、
数
種
類
の
紙
や
ペ
ン

を
用
意
し
た
が
、
基
本
的
に
は
各
自
で
持
っ
て
き
て
も
ら
う
形

を
と
っ
た
。
1
回
の
み
「
射
的
の
的
を
作
ろ
う
」
と
の
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
こ
ち
ら
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
が
、
そ
の

ほ
か
の
回
は
各
自
が
作
り
た
い
も
の
を
、
お
の
お
の
で
作
っ
て

も
ら
う
と
い
う
形
を
と
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

　

５
回
の
創
作
の
場
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
同
士
の

交
流
が
よ
り
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
参
加

者
同
士
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た

S
N
S
上
で
も
、
互
い
に
コ
メ
ン
ト
し
合
う
な
ど
、
日
常
的
な

交
流
に
も
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
展
示
会
が
行
わ
れ
る
会
場
で

事
前
に
創
作
の
場
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
展
示
会
に
向
け
て

の
具
体
的
な
相
談
の
場
と
し
て
機
能
し
た
。
ま
た
、
創
作
の
場

で
実
際
に
作
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
展
示
す
る
な
ど
に
つ
な
が

っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
新
規
の
参
加
者
が
増
え
な
か
っ
た
。
余
暇
活

動
に
対
す
る
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
が
、
創
作
活
動
に
関
心
が

あ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
い
う
状
況
が
、
は
っ
き
り
と
見
え
て

き
た
。
創
作
の
場
と
い
う
名
前
の
基
で
つ
く
る
こ
と
だ
け
が
行

わ
れ
る
場
で
は
な
く
、
居
場
所
と
し
て
過
ご
せ
る
機
能
、
例
え

ば
、
つ
く
っ
て
も
良
い
し
、
作
ら
な
く
て
も
良
い
、
た
だ
た
だ

お
茶
を
飲
み
に
来
れ
る
よ
う
な
、
よ
り
間
口
の
広
い
場
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
居
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

展
示
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
期
間
に
創
作
の
場
を
実
施
し
た

際
に
は
、
子
供
を
中
心
に
多
く
の
人
が
障
害
の
あ
る
人
と
一
緒

に
つ
く
る
時
間
を
共
有
で
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
不

得
意
と
す
る
当
事
者
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
作
っ
た
も
の
に

つ
い
て
話
す
こ
と
や
、
つ
く
る
こ
と
を
通
し
て
言
葉
で
は
な
い

関
わ
り
方
が
行
え
て
過
ご
し
や
す
か
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
展
示
会
以
外
の
回
は
一
般
の
方
が
参
加
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
よ
り
参
加
し
や
す
い
形
を
い

か
に
つ
く
れ
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

◎
一
般
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
と
効
果6/30 30 名

9/8 19 名

10/6
〜 12 80 名

12/9 3 名

2/23 14 名
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平成 30 年 11 月 10 日 ( 土 ) ～ 18 日 ( 日 )
会場：富山県民会館分館薬商の館金岡邸
　　　新川神社参集殿
主催：富山県障害者芸術活動支援センター ばーと◎とやま
共催：東海・北陸ブロック障害者芸術文化活動広域支援センター

金岡邸  608 名
参集殿  388 名

来場者数

名996

　

今
回
の
展
示
会
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
者

や
関
係
者
の
展
示
の
研
修
の
場
と
し
て
５
県
８
名
の
方
が
参

加
し
、
金
岡
邸
と
新
川
神
社
の
２
会
場
に
分
か
れ
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
新
潟
会
場
の
巡
回
と
い
う
形
で
作
品
の
一
部
を

入
れ
替
え
つ
つ
展
示
什
器
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
で
準
備
ま

で
の
時
間
や
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

主
催
者
で
あ
る
ば
ー
と
◎
と
や
ま
米
田
代
表
が
新
潟
会
場
と

同
様
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
展
示

し
た
作
品
の
理
解
が
進
み
ま
し
た
。
展
示
作
業
自
体
が
今
回

は
じ
め
て
の
方
も
お
ら
れ
基
本
的
な
展
示
技
術
を
学
び
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

特
定
非
営
利
法
人
障
害
者
ア
ー
ト
支
援
工
房
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
（
コ
コ
ペ
リ
）
で
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
富
山
県

の
補
助
を
受
け
富
山
県
障
害
者
芸
術
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ば

ー
と
◎
と
や
ま
を
開
設
し
ま
し
た
。
コ
コ
ペ
リ
は
、
障
害
の

あ
る
方
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た
表

現
活
動
へ
の
理
解
や
共
生
的
な
環
境
が
大
き
く
広
が
る
可
能

性
を
感
じ
数
多
く
の
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活

動
は
富
山
県
内
で
大
き
く
広
が
り
、
作
品
や
作
家
の
生
き
方

が
観
る
人
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
と
共
に
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
境
界
を
越
え
て
人
と
人
を
結
び
付
け
る
力
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
７
県
か
ら
作
品
を
集

め
ら
れ
た
の
も
コ
コ
ペ
リ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。
「
創
る
人
も
支
え
る
人
も
、
ア
ー
ト
を
味

わ
い
、
互
い
に
関
わ
る
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
光
を
見
つ
け
、
共

に
豊
か
に
な
っ
て
い
く
」
。
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
さ
ら
に
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
展
示
会
と
し
て

開
拓
し
、
種
を
ま
き
、
育
て
、
つ
な
ぐ

　

米
田
代
表
は
『
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
』
と
い
う
ス
ペ
ル
に
『
Ａ
Ｒ

Ｔ
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
心
の
中
に

芸
術
は
宿
る
と
。
作
家
だ
け
で
な
く 

、
彼
ら
に
関
わ
る
方

や
地
域
の
心
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
心
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し

て
作
品
が
創
作
さ
れ
て
い
っ
た
か
。
今
回
の
展
示
で
は
、
作

品
の
魅
力
だ
け
で
な
く
様
々
な
関
係
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
ま
し
た
。
展
示
の
舞
台
は
、
美
し
く

手
入
れ
さ
れ
た
庭
園
、
歴
史
を
感
じ
る
屋
内
、
荘
厳
な
空
間

が
広
が
る
神
社
な
ど
。
い
つ
も
と
は
違
う
姿
、
も
し
く
は
本

来
の
作
品
の
力
を
広
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
生
の
芸
術
。
富
山
県
･
愛
知
県
･

岐
阜
県
･
石
川
県
･
福
井
県
･
長
野
県
･
新
潟
県
の
７
県
22

名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
米
田
代
表
が
直
接
現
地
に
足
を
運
び

集
荷
し
ま
し
た
。
作
品
の
情
報
を
あ
る
程
度
知
っ
て
い
て

も
、
実
際
に
作
家
本
人
や
関
わ
っ
て
い
る
方
に
会
っ
て
作
品

を
楽
し
む
こ
と
が
米
田
代
表
の
ポ
リ
シ
ー
で
す
。

　

絵
画
や
立
体
作
品
、
素
材
も
紙
や
木
材
、
粘
土
に
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
、
レ
シ
ー
ト
大
の
大
き
さ
か
ら
30
ｍ
の
巻
物
ま
で

…
…
多
種
多
様
な
作
品
一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
展
示
し
て
い

き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
で
作
ら
れ
た
井
口
直
人
さ
ん
の

作
品
の
近
く
に
は
、
自
身
の
顔
を
コ
ピ
ー
機
に
押
し
当
て
て

印
刷
し
て
い
る
様
子
を
写
し
た
映
像
が
投
影
さ
れ
、
ム
ラ
タ

ク
ン
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
後
ろ
に
は
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
描
か
れ

た
部
品
の
設
計
図
が
。
よ
り
作
家
や
創
作
環
境
が
作
品
と
つ

な
が
る
空
間
が
で
き
ま
し
た
。

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
中
に
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
あ
る　

　

展
示
２
日
目
に
は
、
木
下
晋
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
木
下
氏
は
も
と
も
と
は
油
絵
作
家
で
あ
り
、

油
絵
の
プ
ロ
セ
ス
を
応
用
し
て
鉛
筆
画
を
始
め
ま
し
た
。
22

段
階
あ
る
鉛
筆
の
規
格
を
駆
使
し
、
濃
淡
を
生
か
し
た
絵
を

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
瞽
女
な

ど
自
分
の
魂
と
向
き
合
う
方
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
き
ま
し

た
。
絵
を
描
く
こ
と
以
上
に
モ
デ
ル
を
知
り
た
い
、
死
と
生

に
向
き
合
っ
て
い
る
方
に
惹
か
れ
る
と
木
下
氏
は
言
い
ま

す
。

　

ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
滋
賀
県

に
あ
る
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｎ
Ｏ

-

Ｍ
Ａ

で
の
ア
ー
ル
･
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
家
と
の
合
同
企
画
展
で
し

た
。
木
下
氏
は
そ
の
時
の
感
想
を
、
「
仰
天
し
た
。
間
違
い

な
く
負
け
た
。
か
な
わ
な
い
」
と
一
言
で
表
し
ま
し
た
。
絵

の
こ
だ
わ
り
や
緻
密
さ
、
熱
量
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
こ
ち

ら
と
見
て
い
る
視
点
が
ま
っ
た
く
違
う
の
だ
と
。
ア
ー
ル
･

ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
を
見
て
い
る
と
我
々
凡
人
こ
そ
不
幸
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
作
家
が
見
て
い
る
世
界
や
風
景

や
考
え
て
い
る
こ
と
を
一
瞬
で
も
い
い
か
ら
追
体
験
し
た
い

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
富
山
展
で
も
展
示
し
て
あ
る
作
品
を
全
て
持
っ
て

帰
り
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
ト
ー
ク
中
に
何
度

も
、
「
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
な
い
で
早
く
展
示
を
観
に
行

っ
た
方
が
い
い
」
と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

美
術
家
・
木
下
晋
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

順
調
に
進
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
展
示
作
業
で
し
た
が
、
後

日
米
田
代
表
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
配
送
ト
ラ
ッ
ク
が
い
き
な
り
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
。
幸
い
作
品
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
（
展
示
会
場
に
は
少
々
‥
‥
‥
）
。
も
う
一
つ
は
、
ば

ー
と
◎
と
や
ま
ス
タ
ッ
フ
の
井
上
さ
ん
が
体
調
不
良
に
よ
り

作
業
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
指
示
出
し
や
事
務
用
品
の

整
理
な
ど
展
示
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
想
定
し
て
い
た
井

上
さ
ん
が
関
わ
れ
な
く
な
り
焦
っ
た
そ
う
で
す
。
確
か
に
展

示
当
日
は
米
田
代
表
は
２
会
場
を
何
度
も
往
復
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
素
敵
な
展
示
に
な
っ
た
の
は
や
は
り
こ
れ
ま

で
コ
コ
ペ
リ
が
積
み
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
生
き
て
い
た
か
ら
で
す
。
足
り
な
い
什
器
を
他
の
も
の

で
代
用
し
た
り
、
他
の
方
法
で
展
示
を
試
し
て
み
た
り
。
何

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
大
で
し
た
。
中
に
は
米
田
代
表

に
今
日
初
め
て
会
っ
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
つ
な

が
り
が
つ
な
が
り
を
生
む
仕
組
み
が
富
山
県
で
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

展
示
に
予
定
外
は
つ
き
も
の
？

  

H
E
A
R
T
の
中
の
A
R
T

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
ア
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン 

in 

T
O
Y
A
M
A
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平
成
30
年
７
月
14
日(

土)

会
場
：
新
潟
市
北
区
文
化
会
館

出
演
数　

14
組

　

幕
を
開
け
る
と
、
観
客
少
な
っ
！
近
さ
ん
曰
く
、
「
ご
め

ん
、
正
直
に
い
い
ま
す
。
動
い
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）
」
。

　

昨
年
の
演
目
に
朗
読
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
加
わ
り
さ
ら
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。途
中
、審
査
員
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
か
ら「
あ
ん
た
、明
日
に
で
も
お
母
さ
ん
に
電
話
を

し
て
あ
げ
な
さ
い
。話
せ
る
う
ち
に
話
し
て
お
か
な
い
と
後
悔

す
る
わ
よ
」と
説
教
を
受
け
る
一
幕
も
。本
間
さ
ん
の
ヨ
ー
ヨ
ー

は
見
事
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
絡
ま
り
ま
く
り
、昨
年
度
も
女
装
枠

で
登
場
し
た
恋
路
姫
之
丞
さ
ん
は
着
物
を
新
調
し
て
い
ま
し

た
。中
で
も
一
際
目
立
っ
た
の
が
ひ
と
夏
の
恋
を
表
現
し
た
Ｙ

Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
。文
句
な
し
の
カ
オ
ス
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
太
鼓

を
披
露
し
た
栗
林
瑶
昌
さ
ん
。
最
年
少
で
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
踊
り
を
披
露
す
る
予
定
が
舞
台
に
上
が

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

っ
た
瞬
間
に
前
を
向
く
の
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま
い
終

始
後
ろ
を
向
い
た
ま
ま
演
じ
切
り
、
舞
台
袖
ま
で
一
度
も
前

を
向
か
な
か
っ
た
と
い
う
離
れ
業
を
や
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
は
堂
々
と
迫
力
あ
る
太
鼓
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
プ
リ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
し
た
瞬
間
に
、
審
査
員
に

投
げ
キ
ッ
ス
。
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
も
つ
ら
れ
投
げ
キ
ッ
ス

合
戦
に
な
り
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
た
め
そ
の
ま
ま
幕

を
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
な
ん
と
も
言
え
な
い
空
気
感
に
包
ま
れ
た
１
日

で
し
た
。未
だ
に
こ
の
雰
囲
気
を
分
か
り
や
す
く
言
葉
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。面
白
い
も
楽
し
い
も
し
っ
く
り
こ
な

い
し
、ふ
ざ
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
。近
い
も
の
と
し
て

は
予
測
不
能
・
未
知
な
る
出
来
事
で
し
ょ
う
か
。中
毒
性
が

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
。こ
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
大

事
に
新
潟
県
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
出
演
し
た
い
と
い
う
声
も
多
く
、

ま
だ
ま
だ
自
分
を
舞
台
で
表
現
で
き
る
機
会
が
足
り
て
い
な

い
の
か
な
と
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
終
了
後
に
会
場
外
で
誰
も

帰
ろ
う
と
せ
ず
、
お
互
い
を
称
え
合
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
会
場
内
よ
り
大
勢
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
終
え
て

　

あ
し
た
の
星
☆
２
終
了
後
に
諦
め
切
れ
ず
再
度
舞
台
芸
術

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
２
日
間
コ
ー

ス
に
短
縮
し
、
周
知
を
し
た
と
こ
ろ
人
数
こ
そ
少
な
い
で
す

が
６
名
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。
う
ち
２
名
は
あ
し
た
の
星

☆
２
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
、
今
後
は
支
え
る
側
に
ま
わ
っ
て

み
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
次
年
度
は
裏
方
と
し
て
動
い

て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後

昨
年
の
状
況
か
ら
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
問
い
合
わ
せ
が
く
る

の
で
は
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
予
想
通
り
き
ま
し

た
。

「
自
分
の
道
を
突
き
進
み
ま
す
」

「
ビ
キ
ニ
で
出
よ
う
か
迷
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
夏
で
す
」

「
生
い
立
ち
を
話
し
て
リ
ス
ナ
ー
の
心
に
爪
痕
を
残
し
ま
す

よ
」

「
母
親
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
す
」

「
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
ま
す
」

「
テ
キ
サ
ス
·
ハ
リ
ケ
ー
ン
！
」

　

迷
っ
た
挙
句
、
14
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
舞
台
に
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
開
始

　

早
速
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
舞
台
芸
術
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
全
６
回
コ
ー
ス
で
障
害
特
性
の
基
本
的
な
理
解
か

ら
、
ス
テ
ー
ジ
裏
の
音
響
や
照
明
の
基
本
的
な
知
識
を
学
べ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
待
て
ど
も
待
て

ど
も
受
講
申
し
込
み
が
届
か
ず
。
大
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
広
報
を
行
い
ま
し
た
が
結
果
一
人
も
申
し

込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
舞
台
芸
術
と
い
う
名
称
が
ま

だ
ま
だ
一
般
的
に
は
敷
居
が
高
い
の
か
な
と
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
日
数
な
ど
も
も
う
少
し
気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容
に
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。

舞
台
芸
術
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
の
挫
折

役
割
分
担
を
し
ま
し
ょ
う
。

坂
野
　
で
は
、
実
施
す
る
方
向
で
。
や
る
か
ら
に
は
本
気
で
や

り
ま
し
ょ
う
。
昨
年
度
は
厚
生
労
働
白
書
に
も
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
か
ら
ね
。
私
は
問
い
合
わ
せ
窓
口
と
チ
ラ
シ
作

り
を
し
ま
す
。

髙
井
　
昨
年
度
や
っ
て
み
て
、
誘
導
な
ど
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対

す
る
フ
ォ
ロ
ー
が
不
十
分
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
坂
野
さ
ん
、

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
せ
ん
か
？

坂
野
　
は
い
。
や
り
ま
す
。

近
　
じ
ゃ
、
俺
は
広
報
で
。

本
間
　
僕
は
、
出
演
者
の
立
場
で
頑
張
り
ま
す
よ
。
出
演
し
て

み
な
い
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。

近
・
髙
井
・
坂
野
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

こ
う
し
て
髙
井
代
表
と
私
は
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
企
画
、

近
さ
ん
は
営
業
、
本
間
さ
ん
は
自
宅
近
く
の
公
園
で
ヨ
ー
ヨ

ー
の
練
習
と
あ
し
た
の
星
☆
２
の
開
催
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ

動
き
だ
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
ラ
·
Ｌ
ａ
L
ａ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

ｙ
の
髙
井
代
表
、
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
の
近
代
表
と
職
員

の
本
間
さ
ん
。
ち
な
み
に
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
は
平
成
30

年
度
よ
り
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
を
新
潟
県

よ
り
受
託
し
て
い
ま
す
。
や
り
と
り
は
次
の
と
お
り
。

坂
野
　
２
回
目
、
ど
う
し
ま
す
か
ね
。
開
催
が
決
定
し
て
い
な

い
の
に
こ
の
日
の
た
め
に
と
新
曲
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
よ
。

近
　
う
ち
に
も
３
組
ぐ
ら
い
出
場
し
た
い
と
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
よ
。
何
言
っ
て
い
る
か
よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
け
ど
。

髙
井
　
み
な
さ
ん
、
自
分
を
表
現
す
る
場
を
求
め
て
い
る
ん
で

す
ね
。
基
本
的
に
や
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
け
ど
。

近
　
や
っ
た
時
は
面
白
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
冷
静
に
考
え
る
と

結
構
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
よ
ね
。
ち
ゃ
ん
と

　

何
か
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
。
そ
ん
な
感
じ
で
昨

年
度
や
っ
て
み
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

『
あ
し
た
の
星
☆
』
。
そ
の
後
、
全
国
的
に
類
似
し
た
催
し

物
（
あ
し
た
の
星
☆
自
体
が
雑
多
な
音
楽
の
祭
典　

ス
タ
☆

タ
ン
！
！
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
を
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

２
回
目
を
開
催
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
な
い
う
ち
に
、
出
場

し
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
今
年
度
の
方
向
性
を
ど

う
す
る
か
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

想
像
以
上
の
反
響

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

来場者数

名150

あ
し
た
の
星
☆
２
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荒
川
裕
子
（
N
P
O
法
人 

福
井
芸
術
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

米
田
昌
功
（
ば
ー
と
◎
と
や
ま
代
表
）　　

小
出
真
吾
（
I
D
E
K
O
代
表
）

小
：
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
新
潟
の
か
つ
も
薄
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
よ
。

味
は
全
然
違
い
ま
す
ね
。

坂
：
私
は
卵
と
じ
の
か
つ
丼
が
苦
手
で
。
特
に
た
ま
ね
ぎ

が
。な
の
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軒
の
か
つ
丼
は
最
高
で
す
。

米
：
な
に
よ
り
た
く
あ
ん
が
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
出
て

き
た
の
が
感
動
。
写
真
を
撮
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た

…

坂
：
米
田
先
生
、
や
っ
ぱ
り
気
に
な
る
視
点
が
違
い
ま
す

ね
。
今
日
の
研
修
会
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

米
：
今
回
、
展
示
に
つ
い
て
初
め
て
学
ば
れ
る
方
が
多
い

と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
手
ご
ろ
に
展
示
に
使
え
る

ア
イ
テ
ム
を
１
０
０
均
な
ど
で
い
く
つ
か
揃
え
て
き

ま
し
た
。

小
：
私
も
１
０
０
均
を
ま
わ
っ
て
み
ま
し
た
。
よ
く
見
渡

し
て
み
る
と
凄
い
で
す
ね
。
結
構
、
な
ん
で
も
そ
ろ

っ
ち
ゃ
う
。
こ
の
Ａ
４
の
額
も
１
０
０
円
で
す
よ
。

荒
：
ま
ず
皆
さ
ん
に
１
０
０
均
で
色
ん
な
も
の
が
手
に
入

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
笑
）。

多
分
で
す
が
、
展
示
と
い
う
言
葉
自
体
に
額
装
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
て
い
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

坂
：
無
理
な
く
参
加
者
の
方
が
作
品
を
楽
し
ん
だ
り
、
作

者
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
時
間
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
。
荒
川
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
立
場
の
方
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
い
て
、
不
特

定
の
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
た
り
大
学
と
福
祉

施
設
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
を
な
ぜ
実
施
し
て
い
る
の
か
、
今
回
の

研
修
の
企
画
に
至
っ
た
経
緯
も
あ
わ
せ
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

荒
：
私
の
所
属
は
文
化
系
の
団
体
で
す
。
た
だ
文
化
っ

て
そ
も
そ
も
人
と
の
関
係
の
中
で
成
熟
し
て
い
く
の

で
、
個
人
的
に
は
も
っ
と
様
々
な
方
や
団
体
と
関
わ

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

福
祉
施
設
。
文
化
系
の
団
体
に
と
っ
て
遠
い
存
在

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
何
度
か
交
流
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
施
設
に
通
っ
て
、
担
当
の
人
と
お
話
し
す
る

だ
け
で
も
解
決
し
た
り
次
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ

と
は
多
い
の
で
す
が
、
意
図
的
に
作
る
の
っ
て
難
し

く
な
い
で
す
か
？

坂
：
難
し
い
で
す
ね
。
私
は
わ
ざ
と
ら
し
さ
が
際
立
つ
の

で
だ
い
た
い
失
敗
し
ま
す
（
笑
）。
加
え
て
、
い
き

な
り
場
を
設
け
ま
す
と
い
っ
て
も
培
っ
て
い
な
い
で

す
し
。
続
け
て
い
く
し
か
な
い
で
す
ね
。
荒
川
さ
ん

は
後
ろ
の
方
で
し
っ
か
り
考
え
て
カ
タ
チ
に
し
ま
す

よ
ね
。
ま
と
め
た
り
、
整
理
し
た
り
、
つ
な
げ
た
り

と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
凄
い
と
思
い
ま
す
。
荒

川
さ
ん
に
相
談
す
る
と
大
体
、
企
画
に
深
み
が
増
し

ま
す
。
３
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
実
践
報
告
会
も
素
晴
ら
し

い
ご
提
案
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

米
：
私
も
ポ
ジ
シ
ョ
ン
的
に
は
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ
か

も
。
だ
か
ら
か
な
り
前
か
ら
荒
川
さ
ん
の
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

荒
：
福
井
県
内
に
は
米
田
さ
ん
の
フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
（
笑
）。

米
：
な
ん
か
こ
の
場
に
４
人
が
い
る
こ
と
っ
て
、
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
と
か
制
度
と
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
ま

た
別
次
元
の
話
の
よ
う
な
気
も
す
る
ん
で
す
。
こ
の

４
人
が
福
井
県
に
い
る
理
由
っ
て
普
通
に
考
え
た
ら

ほ
と
ん
ど
な
い
訳
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
、
な
ぜ

か
わ
い
わ
い
研
修
の
企
画
を
し
て
い
る
。
も
っ
と
長

い
時
間
軸
の
中
で
４
人
が
揃
う
土
壌
が
あ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
。
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
ま
し
た
、
で
は
４

人
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
、
ポ
ン
と
は
い
か
な
い
で
す

よ
ね
。
う
ま
く
言
葉
に
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
あ

え
て
当
て
は
め
る
の
で
あ
れ
ば
「
培
う
」
で
し
ょ
う

か
。

小
：「
培
う
」。
ア
ー
ト
活
動
や
福
祉
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
ワ
ー
ド
な
気
が
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
か
ゆ
っ

た
り
と
い
っ
た
感
覚
が
ど
ん
ど
ん
薄
れ
て
い
る
よ
う

な
。
つ
な
が
る
土
壌
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
僕
も
場

は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
一
緒
に
い
る

中
で
「
知
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
そ
の
も
の
が
、
社
会

参
加
な
ん
だ
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
。
世
間
話
程
度
で

も
い
い
の
で
、
こ
う
や
っ
て
お
互
い
が
学
ん
だ
り
話

し
た
り
す
る
場
が
、
社
会
に
は
本
当
に
必
要
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

培
う
・
カ
タ
チ
に
し
て
い
く

米
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軒
。
新
潟
の
タ
レ
か
つ
丼
は
こ
こ
か
ら

派
生
し
て
い
る
気
が
す
る
。

荒
：
カ
ツ
が
薄
い
の
が
福
井
の
ソ
ー
ス
か
つ
丼
の
特
徴
で

す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軒
本
店
は
週
末
は
並
ん
で
い
る

の
で
出
前
が
一
番
で
す
よ
。

か
つ
丼
と
う
ち
あ
わ
せ

　

２
０
１
９
年
２
月
16
日
（
土
）
に
福
井
県
に
お
い
て
少

人
数
制
の
展
示
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
企
画
者
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
福
井
芸
術
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
荒
川
さ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹
す
る
荒
川
さ
ん
の
ま

わ
り
に
は
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
す
。
荒
川
さ
ん

と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
物
事
が
整
理
さ
れ
た
り

点
と
点
が
結
ば
れ
た
り
と
ま
さ
に
“
あ
い
だ
”
に
い
る

人
。

　

今
回
の
研
修
会
の
講
師
は
、
富
山
県
障
害
者
芸
術
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
ば
ー
と
◎
と
や
ま
の
米
田
代
表
と
、
デ
ザ

イ
ン
オ
フ
ィ
ス
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
の
小
出
代
表
。
す
っ
か
り
お

二
人
で
の
研
修
が
定
着
し
ま
し
た
。
今
回
、
荒
川
さ
ん
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
ア
ー
ト
×
デ
ザ
イ
ン
×
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
最
強
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。

荒
：
荒
川
裕
子
（
N
P
O
法
人 

福
井
芸
術
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

米
：
米
田
昌
功
（
ば
ー
と
◎
と
や
ま
代
表
）

小
：
小
出
真
吾
（
I
D
E
K
O
代
表
）

坂
：
坂
野
健
一
郎
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

偶
然
？
必
然
？
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
も
う
離
れ
ま
せ
ん
。
話
し
手
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荒
：
い
や
い
や
（
笑
）。
た
だ
文
化
芸
術
活
動
が
持
つ
つ

な
ぐ
力
は
凄
い
で
す
よ
。
と
て
も
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で

福
祉
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
幅
の
広
い

活
動
同
士
が
つ
な
が
る
と
さ
ら
に
可
能
性
が
広
が
り

ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
は
外
せ
な
い
フ
ァ
ク
タ
ー
で

す
ね
。
た
だ
、
残
念
な
の
が
行
政
的
な
財
政
の
問
題

に
な
る
と
、
真
っ
先
に
削
ら
れ
る
の
が
文
化
芸
術
と

国
際
交
流
の
予
算
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

米
：
文
化
芸
術
活
動
に
よ
っ
て
、
交
流
人
口
が
増
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
き
が
い
づ
く
り
や
楽
し
さ
の
共
有
な

ど
目
に
見
え
な
い
効
果
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
ね
。

こ
れ
か
ら
は
、
コ
ト
づ
く
り
の
時
代
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
の
に
残
念
で
す
。

小
：
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
一
人
で
も
出
る
と
地
域
の
姿
は
変

わ
り
ま
す
よ
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
同
士
が
つ
な
が
る
と

更
に
面
白
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
今
日
も
皆

さ
ん
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
研
修
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。

米
：
し
か
も
大
し
て
打
合
せ
し
な
く
て
も
で
き
ち
ゃ
う

（
笑
）。

小
：
い
や
い
や
、
僕
な
ん
か
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
す

よ
。

米
：
大
丈
夫
で
し
ょ
。
な
ん
か
新
た
な
ス
ラ
イ
ド
も
用
意

し
て
い
る
み
た
い
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

小
：
ま
い
っ
た
な
。
た
だ
こ
う
し
て
展
示
会
や
発
表
の
場

数
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
増
え
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
関
係
者
が
場
数
を
踏
め
ば
、
も
っ
と
外

の
世
界
に
対
し
て
や
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
気
が

し
ま
す
。

坂
：
個
人
的
に
は
荒
川
さ
ん
の
話
も
聞
い
て
み
た
い
ん
で

す
よ
。
さ
っ
き
も
少
し
話
を
し
ま
し
た
が
企
画
を
立

て
て
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
や
マ
ネ
タ
イ
ズ

の
部
分
だ
っ
た
り
。
ま
た
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
ど
の

よ
う
な
方
が
関
わ
っ
て
い
る
の
か
な
ど
私
も
裏
方
の

人
間
な
の
で
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
。

米
：
も
う
研
修
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
ん
じ
ゃ
え
ば
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
（
笑
）。
こ
の
チ
ー
ム
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
回

っ
た
り
。
行
っ
た
先
で
講
師
が
増
え
て
い
っ
て
、
回

る
た
び
に
ユ
ニ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
く
と
面
白
い
と

思
い
ま
す
。

坂
：
某
Ｒ
Ｐ
Ｇ
み
た
い
で
す
ね
。
勇
者
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

で
も
あ
の
ゲ
ー
ム
っ
て
Ⅰ
の
時
は
勇
者
一
人
で
旅
に

出
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
基
本
的
に
モ
ン
ス
タ
ー
と

の
タ
イ
マ
ン
な
ん
で
あ
ま
り
選
択
肢
が
な
い
。
で
も

Ⅱ
か
ら
仲
間
が
出
来
て
、
そ
の
分
敵
も
徒
党
を
組
ん

で
向
か
っ
て
き
た
り
。
Ⅲ
に
な
っ
た
ら
仲
間
の
職
業

も
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
自
由
度
が
増
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
世
界
で
す
が
戦
略
な
ど
世
界
が
広
が
っ
た

気
が
し
ま
す
。

小
：
世
代
で
す
ね
（
笑
）。
人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
ち

ら
の
引
き
出
し
は
確
実
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

荒
：
あ
の
…
坂
野
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
来
年
度
福
井
県
で
展
示
会
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
て
。
つ
い
て
は
、
米
田
さ
ん
、
小
出
さ

ん
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
も
ら
え
な
い
か

と
。

米
：
い
つ
頃
を
ご
予
定
？

荒
：
11
月
の
後
半
か
ら
、
12
月
の
上
旬
ぐ
ら
い
で
で
き

れ
ば
と
。
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
同
時
期
に
舞
台
系

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
：
福
井
県
か
ら
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き

て
い
ま
す
か
ら
ね
。

米
：
富
山
県
で
も
、
11
月
頃
に
展
示
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
想
定
す
る
展
示
の
テ
ー
マ
や
作
家
に
よ
っ
て

は
、
巡
回
展
と
い
う
形
も
と
れ
る
け
ど
、
作
品
や
展

示
什
器
の
輸
送
な
ど
早
急
に
調
整
が
必
要
か
も
。

坂
：
実
は
、
新
潟
県
で
次
年
度
全
国
障
害
者
芸
術·

文
化

祭
と
い
う
大
き
な
大
会
が
あ
り
ま
し
て
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
に
展
示
会
が
あ
り
ま
す
。
開
催
時
期
は
時

期
は
９
月
～
11
月
で
す
ね
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
今

年
度
と
同
じ
よ
う
に
新
潟
か
ら
始
ま
る
巡
回
も
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
：
新
潟
―
富
山
―
福
井
。
そ
の
後
も
続
き
ま
す
か
ね
。

坂
：
そ
う
い
え
ば
、
別
件
で
小
出
さ
ん
に
は
静
岡
県
か
ら

研
修
講
師
の
依
頼
が
来
て
い
ま
し
た
。

米
：
福
井
県
で
は
３
月
に
も
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
会
が
あ
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
の
内
容
で
、
そ
の
ま
ま
富
山
県

で
実
施
し
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
で
き
れ
ば
６
月~

７

月
ぐ
ら
い
で
。
短
縮
し
て
１
日
コ
ー
ス
で
も
い
い
か

も
。

坂
：
あ
れ
が
や
り
た
い
、
こ
れ
が
や
り
た
い
と
い
う
声
が

増
え
て
く
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
引
き
続
き
ブ
ロ

ッ
ク
事
業
に
携
わ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
（
笑
）。

荒
：
展
示
会
は
ま
だ
実
現
で
き
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
研
修
終
了
後
に
会
場
の
候
補
を
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
。

坂
：
既
に
会
場
を
選
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
。
さ
す
が
荒

川
さ
ん
で
す
。

荒
：
大
工
仕
事
が
で
き
る
方
も
見
つ
け
て
い
ま
す
（
笑
）。

そ
の
前
に
、
そ
ろ
そ
ろ
研
修
の
準
備
を
し
な
い
と
で

す
ね
。

米
：
早
速
で
す
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
フ
リ
ー
ズ
し
ま

し
た
。

荒
：
目
に
見
え
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
着
実

に
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
少
し
ず
つ
地
域

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
変
で
す
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
文
化
芸
術
関
係
の
予
算
は
単
年
度
の
も
の

が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
中
長
期
的
な
視
点
で

事
業
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
ね
。

坂
：
私
も
す
ぐ
目
の
前
の
こ
と
を
こ
な
す
こ
と
に
力
を
入

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
い
か
も

そ
し
て
、
つ
な
が
り
へ

荒
：
折
角
の
機
会
で
す
の
で
福
井
県
が
誇
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
、
学
生
と
の
福
祉
施
設
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
ぜ
ひ
紹
介
し
た
か
っ
た
。
実
践
し
て
い
る
本

人
た
ち
の
声
は
も
っ
と
多
く
の
方
に
届
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

米
：
な
か
な
か
そ
の
部
分
を
ま
と
め
ら
れ
る
人
が
い
な
い

ん
で
す
よ
。
や
り
た
い
気
持
ち
が
強
い
方
は
多
い
け

ど
。
小
出
さ
ん
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
関
わ
る
中
で
苦

労
も
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
（
笑
）。

小
：
僕
自
身
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
の
で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
よ

う
な
仕
事
が
増
え
て
い
ま
す
（
笑
）。
本
当
に
大
変

で
す
ね
。
綺
麗
に
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
く
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
間
に
入
っ
て
く
れ
る
方
が

い
る
と
仕
事
の
質
も
ス
ピ
ー
ド
感
も
全
然
違
い
ま
す

ね
。

坂
：
展
示
会
の
場
合
、
会
場
と
の
調
整
な
ど
も
重
要
で
す

よ
ね
。
我
々
は
ブ
ロ
ッ
ク
展
の
新
潟
会
場
で
会
場
と

信
頼
関
係
が
築
け
ず
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
：
関
わ
っ
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
主
催
者
と
会
場

側
が
ど
ん
ど
ん
仲
が
悪
く
な
っ
て
い
っ
て
、
な
ぜ
か

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
私
が
仲
介
役
を
す
る
よ
う
な
変

な
関
係
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
笑
）。

米
：
や
は
り
後
ろ
で
支
え
て
、
思
い
を
形
に
し
て
い
く
方

は
大
事
で
す
ね
。

坂
：
新
潟
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
間

に
入
る
方
が
い
な
い
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。
荒
川

さ
ん
は
、
貴
重
な
存
在
で
す
。
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大
桒
裕
美
子
（
あ
い
ち
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

事
務
局
兼
事
業
担
当
）

ー
ト
調
査
を
行
い
、
展
覧
会
に
興
味
の
あ
る
と
答
え

た
事
業
所
さ
ん
に
、
ア
ポ
イ
ン
ト
を
行
っ
て
施
設
に

出
向
き
展
覧
会
に
誘
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
興

味
の
あ
る
方
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
に
入
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
人
た
ち
は
逃
さ
な
い
と
（
笑
）

角
：
わ
、
す
ご
い
巻
き
込
み
方
で
す
ね

大
：
展
覧
会
に
向
け
て
度
々
集
ま
る
の
は
難
し
い
の
で
、

そ
の
あ
と
は
基
本
的
に
S
N
S
を
通
し
て
の
や
り
と

り
で
し
た
。

角
：
展
示
作
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
で
す

か
？

大
：
実
行
委
員
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
福
祉
事
業
所
さ
ん
や

個
人
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、一
緒
に
展
示
を
行
い
ま

し
た
。昨
年
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
私
た
ち
が
中
心

で
展
示
作
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
、と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
か
も
。

角
：
出
品
し
た
い
事
業
所
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
展
示
を
行

う
と
い
う
形
は
、
無
理
な
く
続
け
て
い
く
上
で
と
て

も
大
切
で
す
よ
ね
。

と
い
う
人
が
い
る
ん
で
す
け
ど
。そ
の
方
は
町
お
こ

し
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
て
い
た
り
も
す
る
方

で
。岡
田
地
区
で
昔
あ
っ
た「
岡
田
カ
ツ
丼
」を
復
活

さ
せ
た
い
、と
い
う
全
く
別
の
相
談
か
ら
セ
ン
タ
ー
長

が
岡
田
の
地
域
を
見
に
行
く
こ
と
に
な
り
、そ
こ
で

岡
田
の
街
並
み
と
風
情
の
良
さ
に
び
っ
く
り
し
て
。

角
：
カ
ツ
丼
か
ら
き
っ
か
け
が
始
ま
っ
た
の
で
す
ね
。

大
：
は
い
、
そ
こ
で
話
を
す
る
中
で
古
民
家
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
け
ど
そ
の
活
用
方
法
に
い
ろ
い
ろ
苦
戦
し
て
る

っ
て
い
う
話
が
出
て
き
て
、
じ
ゃ
あ
今
度
障
が
い
の

あ
る
方
の
展
示
会
を
す
る
と
き
に
、
岡
田
も
候
補
に

い
れ
よ
う
と
。

角
：
カ
ツ
丼
か
ら
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
へ
。
候
補
の
中

か
ら
こ
の
地
区
で
や
ろ
う
と
い
う
決
め
手
は
何
だ
っ

た
の
で
す
か
？

大
：
一
番
決
め
手
だ
っ
た
の
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
。新
美
さ
ん
が
、若
者
も
巻
き
込
ん
で
率

先
し
て
町
づ
く
り
の
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
た
り
、地
域

の
お
年
寄
り
に
町
案
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、そ

う
い
う
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
た
り
と

か
。も
う
と
に
か
く
地
域
の
こ
と
に
対
し
て
、す
ご
い

顔
が
き
い
て
い
て
、地
域
の
方
も
新
美
さ
ん
の
言
う

こ
と
だ
っ
た
ら
、と
い
う
関
係
と
い
う
か
。そ
う
い
う

土
台
が
あ
っ
た
の
で
こ
の
地
区
に
決
め
ま
し
た
。

角
：
そ
う
い
っ
た
町
づ
く
り
の
キ
ー
に
な
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
い
う
の
が
大
き
い
の
で
す
ね
。
町
の
中

の
ひ
と
つ
の
会
場
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
ち
こ
ち
の

会
場
が
開
い
た
の
も
。

大
：
そ
う
な
ん
で
す
、新
美
さ
ん
が
い
た
お
か
げ
で
す
ね
。

角
：
“
あ
い
ち
”
ま
ち
じ
ゅ
う
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

v
o
l
.2

-

生
き
る
よ
ろ
こ
び
展
。
こ
の
間
は
ゆ

っ
く
り
と
街
中
で
の
展
示
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ず
昨
年
と
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
作
品
数
が

増
え
ま
し
た
ね
。
今
回
作
品
は
ど
の
よ
う
に
集
め
た

の
で
す
か
？

大
：
今
回
の
展
覧
会
で
は
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
伊
藤

が
中
心
と
な
っ
て
県
内
５
０
０
の
事
業
所
に
ア
ン
ケ

角
：
今
回
は
知
多
市
岡
田
地
区
が
舞
台
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
だ
っ
た
の
で
す
か
？

大
：
も
と
も
と
セ
ン
タ
ー
長
と
の
つ
な
が
り
で
、岡
田
に

範
丈
亭
と
い
う
お
店
を
や
ら
れ
て
い
る
新
美
さ
ん

角
：
展
覧
会
当
日
は
町
の
方
が
ス
タ
ッ
フ
ビ
ブ
ス
や
岡
田

の
T
シ
ャ
ツ
を
着
て
会
場
に
立
っ
て
い
た
り
と
、
自

主
的
に
集
ま
っ
て
関
わ
る
人
の
数
が
ぐ
ん
と
増
え
た

か
な
っ
て
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

も
う
一
つ
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
小
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
経
緯
な

ん
か
も
少
し
聞
か
せ
て
も
ら
え
た
ら
な
、
と
。

大
：
や
は
り
新
美
さ
ん
が
岡
田
小
学
校
と
も
つ
な
が
っ
て

い
て
、
そ
の
小
学
校
の
校
長
先
生
は
い
ろ
い
ろ
町
の

こ
と
を
熱
心
に
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
聞
い
た

の
で
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
か
な
っ
て
い
う
想
定
が

あ
り
ま
し
た
。
実
際
行
っ
て
み
た
ら
、
い
い
よ
ー
っ

と
。

角
：
あ
っ
さ
り
と
。

大
：
そ
の
あ
と
に
4
，
5
年
生
の
子
ど
も
達
の
前
で
少
し

時
間
を
も
ら
っ
て
、
こ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
興
味

の
あ
る
人
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
手

を
挙
げ
て
く
れ
た
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
。

角
：
驚
き
ま
す
ね
。
授
業
の
一
環
で
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
。
な
ぜ
そ
ん
な
積
極
的
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

大
：
校
長
先
生
か
ら
子
供
達
に
前
も
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
義
だ
っ
た
り
と
か
町
を
大
事
に
す
る
思
い
だ

っ
た
り
と
か
話
を
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
押
し
が
あ
っ
て
、
や
ろ
う
と
い
う
感
じ
に
な

っ
た
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。

展
覧
会
を
一
緒
に
つ
く
る
、
巻
き
込
み
方

ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ん
で
い
る
人

小
学
生
が
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る
展
覧
会

　

昨
年
度
に
開
所
し
た
、
あ
い
ち
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュッ
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
通
称
A
A
N
C
）。
２
年
目
と
な

る
今
年
度
の
事
業
で
は
、
昨
年
度
の
企
画
展
“
あ
い
ち
”

ま
ち
じ
ゅ
う
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュッ
ト
、
そ
の
v
o
l
2
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
愛
知
県
内
の
旅
館
や
銀
行
な
ど

の
お
店
を
舞
台
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
知
多

市
岡
田
地
区
の
古
民
家
を
会
場
と
し
て
開
催
。
福
祉
関

係
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
人
も
巻
き
込
ん
で
実
施
さ

れ
た
展
覧
会
の
開
催
ま
で
の

経
緯
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

大
：
大
桒
裕
美
子

　
　
（
あ
い
ち
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュッ
ト 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

事
務
局
兼
事
業
担
当
）

角
：
角
地
智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

共
に
つ
く
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
こ
と

話
し
手

角
：
小
学
生
の
ガ
イ
ド
、
僕
も
た
っ
ぷ
り
ガ
イ
ド
し
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
が
と
て
も
良
い
時
間
で
し
た
。
小
学

生
に
ど
の
作
品
が
気
に
な
る
？
な
ん
で
？
と
か
聞
き

な
が
ら
一
緒
に
見
る
そ
の
や
り
と
り
が
楽
し
く
て
。

そ
れ
か
ら
一
緒
に
街
を
歩
く
中
で
普
段
の
遊
び
場
や

心
霊
ス
ポ
ッ
ト
な
ん
か
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
：
あ
〜
小
学
生
か
ら
す
ご
い
時
間
か
か
っ
た
人
が
い
た

と
聞
き
ま
し
た
が
、
角
地
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！

角
：
最
後
の
方
は
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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菅
：
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
に
た
く
さ
ん
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
ま
す
ね
。

堤
：
今
日
は
市
内
の
団
体
の
方
が
参
加
さ
れ
て
ま
す
の

で
、
特
に
多
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

菅
：
机
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
ね
。

堤
：
ほ
ん
と
で
す
ね
。
急
き
ょ
2
台
追
加
し
ま
し
た
（
笑
）。

菅
：
開
所
さ
れ
て
約
半
年
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
半
年
は

ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
？

堤
：
7
月
に
開
所
し
て
、
岐
阜
県
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
宣
伝
し
て
も
ら
っ
て
、『
T
A
S
C
ぎ
ふ
』

が
こ
こ
に
で
き
た
よ
！
っ
て
こ
と
を
少
し
ず
つ
知
っ

「
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
」
の
存
在

　

県
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
7
月
に
開
所
し
た
『
岐
阜
県
障

が
い
者
芸
術
文
化
支
援
セ
ン
タ
ー
』。
t
o
m
o
n
i
ア

ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
通
称
T
A
S
C
ぎ
ふ
）
と

し
て
、
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
事
業
を
核
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、人
材
育
成
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
の
は
、
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
が

開
か
れ
て
い
た
1
月
17
日
。
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
を
見
学

し
な
が
ら
、『
T
A
S
C
ぎ
ふ
』
の
初
年
度
の
挑
戦
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

角
：
話
は
展
覧
会
に
戻
り
ま
す
が
、
逆
に
地
域
の
人
を
巻

き
込
ん
だ
か
ら
こ
そ
で
、
よ
か
っ
た
こ
と
と
い
う
か

喜
び
み
た
い
な
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
し
た
か
？

大
：
ま
あ
、
地
域
の
人
も
最
初
は
半
信
半
疑
で
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
も
ど
う
い
う
も
の
か
も
よ
く
分
か
ら
な

堤
：
堤 

鉄
博
（
t
o
m
o
m
i
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

菅
：
菅
井
豊
子
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

角
：
角
地
智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

県
域
セ
ン
タ
ー
開
所
半
年
を
振
り
返
っ
て

堤 

鉄
博
（
岐
阜
県
障
が
い
者
芸
術
文
化
支
援
セ
ン
タ
ー
）

話
し
手

て
も
ら
え
て
、
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
も
月
1
回
の
ペ

ー
ス
で
や
っ
て
、
参
加
者
も
多
く
な
っ
て
き
て
、
い

ろ
ん
な
方
に
知
っ
て
い
た
だ
い
て
半
年
を
迎
え
て
い

る
か
な
と
思
い
ま
す
。

菅
：
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
を
核
に
し

て
事
業
を
展
開
し
て
い
く
図
も
入
っ
て
ま
す
ね
。

堤
：
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
た
時
に
、
こ
の
場
所
を
使
っ
て

み
な
さ
ん
が
集
う
場
所
に
し
て
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ

て
い
け
た
ら
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
さ
に
こ
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
し
た
っ
て
い

う
と
こ
で
す
ね
。

菅
：
県
域
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
に
ア
ト
リ
エ
の
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
っ
て
非
常
に
い
い
な
、
羨
ま
し
い
な
っ
て
思
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
は
今
日
で
何
回
目
で
す

か
？

堤
：
1
月
で
7
回
目
で
す
ね
。
今
年
度
は
試
験
期
間
と
し

て
、
曜
日
も
変
え
て
み
よ
う
と
か
、
時
間
帯
も
午
前

に
や
っ
た
り
午
後
に
や
っ
た
り
と
か
、
デ
ー
タ
を
集

め
る
意
味
で
も
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
よ
う
！
と
い
う

こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
け
ど
、
中
身
に
つ
い

て
は
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
み
た
い
に
し
て
講
師
を
呼
ん
で
や
る
ほ
う
が
参

加
者
に
と
っ
て
は
来
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
て
や
っ
ぱ
り
自

由
に
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
っ
て
あ
る
よ
う
で
な
か
な
か

角
：
逆
に
い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
生
ま

れ
て
き
た
困
り
ご
と
っ
て
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
か
。

大
：
今
回
新
美
さ
ん
っ
て
い
う
人
が
い
た
か
ら
な
ん
と
か

な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、も
し
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
と

す
ご
い
問
題
が
出
て
き
た
な
と
思
っ
て
い
て
。自
分

た
ち
の
セ
ン
タ
ー
は
会
場
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
、

常
に
会
場
の
様
子
だ
っ
た
り
と
か
見
え
て
い
な
い
の

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。自
分
達
に
非
が
あ
る
の
で
す

が
、搬
入
の
と
き
に
釘
を
刺
し
て
は
い
け
な
い
所
等

の
認
識
が
、地
域
の
関
係
者
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た

り
し
て
、「
○
○
さ
ん
は
良
い
と
言
っ
て
い
た
」の
よ

う
な
形
で
、曖
昧
な
ま
ま
、展
示
作
業
を
開
始
し
て

し
ま
っ
た
り
。後
か
ら
、「
そ
の
件
は
△
△
さ
ん
が
管

理
し
て
い
る
か
ら
、ち
ゃ
ん
と
△
△
さ
ん
に
確
認
し
な

き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
！
」と
怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
。

角
：
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。

大
：
駐
車
禁
止
の
と
こ
ろ
に
停
め
ち
ゃ
っ
た
と
か
、そ
う
い

う
の
も
対
応
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。結
果
的
に

色
々
な
方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
所
も
あ
り
ま

す
。自
分
た
ち
の
至
ら
な
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

規
模
が
大
き
く
遠
方
で
全
て
を
把
握
す
る
事
も
難

し
か
っ
た
の
で
、で
き
れ
ば
そ
の
地
域
で
、核
に
な
っ

て
動
け
る
人
、あ
る
程
度
責
任
を
も
ち
、す
ぐ
に
対

応
で
き
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
人
を
、明
ら
か

に
し
て
お
け
た
ら
よ
か
っ
た
な
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

角
：
よ
り
し
っ
か
り
し
た
実
行
委
員
会
な
り
の
形
を
と
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

大
：
今
回
、
名
古
屋
で
行
っ
た
舞
台
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
時
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
実
行
委
員
は
作

っ
た
ん
で
す
ね
、
な
ん
と
な
く
。
け
れ
ど
実
行
委
員

長
を
た
て
な
か
っ
た
の
で
、
「
こ
の
件
は
誰
に
確
認

す
れ
ば
い
い
ん
だ
？
」
と
い
う
事
が
多
く
、
舵
が
取

れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
い
に
反
省
が
残
り
ま
す
。

角
：
今
の
声
の
ト
ー
ン
、
す
ご
く
大
変
そ
う
な
ト
ー
ン
で

し
た
。
集
め
ら
れ
た
方
々
は
声
か
け
た
人
が
中
心
で

し
ょ
、
と
い
う
気
持
ち
で
集
ま
っ
て
い
た
り
し
ま
す

も
ん
ね
。

大
：
も
ち
ろ
ん
、
主
催
が
自
分
達
な
の
で
責
任
は
自
分
達

に
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
や
れ
る
範
囲

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
も
事
実
で
す
。
な
の
で
、
三

年
目
か
ら
は
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
予
算

を
つ
け
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
を
し
て
ま
す
。

地
域
で
活
動
し
て
い
き
た
い
、
展
示
会
と
か
や
り
た

い
よ
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
お
金
を
つ
け

て
、
小
さ
い
活
動
を
各
地
域
で
や
っ
て
も
ら
う
っ
て

い
う
形
で
。
そ
こ
の
サ
ポ
ー
ト
、
中
間
支
援
的
に
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
し
た
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
方

を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
を
し
て
ま
す
。

い
し
、
展
示
す
る
に
あ
た
っ
て
お
家
の
物
と
か
も
片

づ
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
の
で
、
心
配
の
目

で
見
ら
れ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
実
際
こ
う

飾
ら
れ
て
、
ば
ー
っ
て
こ
う
見
て
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

て
、
「
素
敵
だ
ね
」
っ
て
家
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
も
喜

ん
で
く
れ
て
。
さ
ら
に
普
段
は
空
き
家
の
場
所
に
た

く
さ
ん
お
客
さ
ん
が
来
て
、
楽
し
ん
で
く
れ
て
る
っ

て
い
う
の
が
地
域
の
人
に
と
っ
て
も
す
ご
い
嬉
し
い

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
。
地
域
の
人
か
ら
感
謝
を
さ
れ

た
と
き
に
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
、
っ
て
い
う
の
を
思

い
ま
し
た
。

角
：
終
わ
っ
た
あ
と
の
地
域
の
人
た
ち
の
明
る
い
反
応
、

素
直
に
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

大
：
岡
田
の
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
ア
ー
ト
で
こ
れ
だ

け
人
が
呼
べ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
っ
て
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
。
こ
れ
だ
け
や
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
町

お
こ
し
に
な
る
か
ら
、
ま
た
来
年
も
や
っ
て
よ
、
み

た
い
な
感
じ
で
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
受
け
て
自
分
た

ち
と
は
違
う
知
多
の
団
体
さ
ん
で
、
生
き
る
よ
ろ
こ

び
展
、
引
き
継
い
で
や
り
た
い
っ
て
い
う
団
体
さ
ん

が
出
て
き
た
り
し
て
、
す
ご
い
い
い
動
き
が
で
き
て

る
な
っ
て
思
い
ま
す
。

角
：
じ
ゃ
あ
来
年
も
も
し
か
し
た
ら
形
が
変
わ
っ
て
、地
元

の
団
体
さ
ん
た
ち
が
知
多
で
や
る
可
能
性
も
あ
る
。

大
：
そ
う
で
す
ね
、可
能
性
が
あ
る
動
き
が
始
ま
っ
て
ま
す
。

角
：
そ
れ
は
ま
さ
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
ひ
と

つ
果
た
せ
た
と
い
う
か
、
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
風

景
が
見
え
ま
し
た
。
明
る
い
話
で
終
わ
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
や
っ
て
見
せ
た
こ
と
で
の
広
が
り

一
緒
に
つ
く
る
こ
と
で
の
責
任
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無
い
の
で
、
今
の
ス
タ
イ
ル
で
自
由
に
創
作
す
る
場

を
提
供
し
て
、
い
つ
来
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
し
、

い
つ
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
、

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ
と
を

目
指
し
て
も
い
い
の
か
な
？
と
、
段
々
確
信
に
変
わ

っ
て
き
て
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

菅
：
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
の
中
で
見
え
て
き
た
も
の
と
か
、

来
年
に
い
か
せ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

堤
：
そ
う
で
す
ね
、
見
え
て
き
て
ま
す
ね
。

菅
：
曜
日
も
い
ろ
い
ろ
な
日
を
設
定
し
て
る
そ
う
で
す

が
、
時
間
帯
も
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

堤
：
い
ろ
い
ろ
で
す
ね
。
土
日
は
午
後
の
時
間
帯
で
設

定
し
ま
し
た
け
ど
も
、
土
日
だ
と
ご
家
族
で
参
加
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
土
日
だ
と
施
設
や

学
校
関
係
だ
と
参
加
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
今
日
は
平
日
で
、
施
設
の
方
が
ま
と
め
て
来
て

下
さ
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
曜
日
に
よ

っ
て
参
加
す
る
方
も
当
然
違
っ
て
き
ま
す
ね
。
来
年

度
に
つ
い
て
も
曜
日
も
固
定
せ
ず
に
と
思
っ
て
ま
す

ね
。

菅
：
時
間
帯
も
４
時
間
く
ら
い
で
す
か
？

堤
：
基
本
的
に
そ
う
で
す
ね
。
ず
っ
と
作
業
さ
れ
る
っ
て

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

途
中
休
憩
し
た
り
と
か
、
お
話
を
し
た
り
と
か
、
そ

う
い
う
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
午
前
午
後
の
4
時

間
く
ら
い
が
い
い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

菅
：
ア
ト
リ
エ
に
入
っ
て
驚
い
た
ん
で
す
が
広
い
で
す
よ

ね
。

堤
：
会
議
室
に
す
る
と
60
人
入
り
ま
す
の
で
。

菅
：
養
生
シ
ー
ト
が
び
っ
し
り
敷
い
て
あ
っ
て
（
笑
）

堤
：（
笑
）。
最
初
は
小
さ
い
養
生
シ
ー
ト
を
ベ
タ
ベ
タ
た

く
さ
ん
貼
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
職
員
が
こ
れ
じ
ゃ

時
間
も
か
か
る
か
ら
っ
て
、
大
っ
き
い
養
生
シ
ー
ト

1
枚
買
っ
て
、
そ
れ
で
今
は
か
な
り
準
備
時
間
が
短

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅
：
あ
と
、
あ
の
画
材
の
多
さ
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
！ 

あ
れ
だ
け
机
の
上
に
並
ん
で
い
る
と
来
た
方
が
ウ
キ

ウ
キ
す
る
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
て
。

堤
：
紙
と
か
画
材
と
か
自
由
に
使
っ
て
い
い
で
す
よ
っ

て
い
う
と
、
ホ
ン
ト
に
今
、
菅
井
さ
ん
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
、
み
ん
な
「
え
ー
っ
‼ 

使
っ
て
い
い
の
！
」

っ
て
、
表
情
見
た
ら
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
わ
あ
～
ど

れ
に
し
よ
う
！
っ
て
選
ぶ
楽
し
さ
み
た
い
な
も
の
が

あ
っ
て
。

菅
：
あ
り
ま
す
ね
！

堤
：
参
加
し
た
方
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
仕
掛
け
か
な

あ
と
思
っ
て
ま
す
。

菅
：
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
に
し
か
な
い
よ
う
な
画
材
と

か
、
こ
だ
わ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

堤
：
や
っ
ぱ
り
大
っ
き
な
紙
で
す
ね
。
今
日
は
壁
面
に
ロ

ー
ル
の
段
ボ
ー
ル
用
紙
を
貼
っ
て
ま
し
た
し
、
下
に

も
ロ
ー
ル
紙
で
長
～
い
の
と
か
。
せ
っ
か
く
こ
う
い

う
場
所
に
来
た
ん
だ
か
ら
、
家
と
か
学
校
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
も
ん
で

す
か
ら
、
そ
れ
は
大
っ
き
い
紙
だ
な
！
と
皆
で
話
し

て
。
大
っ
き
い
紙
、
喜
ば
れ
て
ま
す
（
笑
）。

菅
：
ア
ト
リ
エ
の
壁
に
紙
が
貼
っ
て
あ
っ
て
そ
こ
に
描
い

て
た
り
、
あ
と
び
っ
く
り
し
た
の
が
、
ガ
ラ
ス
に
描

い
て
る
！
と
思
っ
た
ん
で
す
が
あ
れ
は
？

堤
：
11
月
の
養
成
研
修
を
や
っ
た
際
に
参
加
者
の
方
か
ら

「
せ
っ
か
く
こ
ん
な
大
き
な
ガ
ラ
ス
が
あ
る
ん
だ
か

ら
、そ
こ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
？
」

と
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
や
っ
て
み
よ

う
！
と
い
う
こ
と
で
。

菅
：
参
加
者
の
声
を
形
に
し
た
っ
て
こ
と
で
す
ね

堤
：
も
う
、
我
々
も
そ
れ
を
大
事
に
し
た
か
っ
た
！

菅
：
研
修
会
で
も
参
加
者
の
方
が
意
見
を
言
っ
た
り
、
活

発
な
話
し
合
い
が
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
？

堤
：
11
月
の
最
初
の
養
成
研
修
は
、
自
分
た
ち
で
オ
ー
プ

ン
ア
ト
リ
エ
を
準
備
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
み

ん
な
の
意
見
を
集
め
て
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
よ
！
と
い
う
提
案
を
し
た
ら
い
ろ
ん
な

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
助
か
り
ま

す
。

菅
：
皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
て
い
く
っ
て
感
じ
い
い
で
す

ね
！ 

障
害
あ
る
方
々
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
っ
て
お
聞
き
し
た
ん
で

す
が
？

堤
：
障
害
の
あ
る
方
と
か
ア
ー
ト
を
遠
巻
き
に
見
る
ん
じ

ゃ
な
く
て
、
皆
さ
ん
に
当
事
者
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
！
っ
て
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
創
作

活
動
す
る
参
加
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
け
ど
、
そ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
も
遠
巻
き
じ
ゃ
な
く
て
自
分

参
加
者
の
意
見
を
形
に
し
て
い
く
姿
勢

た
ち
で
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
っ
て
い
う
、
そ
う
い

う
雰
囲
気
に
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
よ
ね
。な
の
で
、

い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
い
て
、聞
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

じ
ゃ
あ
そ
れ
を
実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
方
も
す
ご
く
力
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
し
。

菅
：
自
分
の
意
見
を
形
に
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
ま
た
行

っ
て
み
よ
う
と
、
参
加
者
の
方
は
思
い
ま
す
よ
ね
。

堤
：
そ
れ
、
あ
り
ま
す
ね
。

堤
：
我
々
も
手
探
り
で
が
む
し
ゃ
ら
に
走
り
続
け
て
ま
す

け
ど
も
、
来
年
度
以
降
の
課
題
と
し
て
は
、
ア
ト
リ

エ
を
中
心
に
据
え
て
る
以
上
は
、
こ
こ
に
人
が
集
ま

ら
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
が
長
く
継

続
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
や
っ
て
い
か

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。
も
う
一
つ
は
サ

ポ
ー
タ
ー
で
す
ね
。
こ
の
方
々
と
し
っ
か
り
関
係
づ

く
り
を
し
な
が
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
す
ご
く
強
い
の
で
、
ど
う
い
う
風
に
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
、
意
見
を
も
ら

う
か
、
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
ど
う
進
め
て
い
く

か
？ 

こ
の
間
、
新
潟
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
持
ち

寄
り
の
作
品
展
、
あ
れ
な
ん
か
は
す
ご
く
い
い
な
！

と
。
そ
こ
に
い
る
方
は
作
品
を
展
示
し
に
来
る
ん
だ

け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
が
当
然
か
か

わ
る
し
作
業
所
の
中
で
も
広
が
る
し
、
あ
あ
い
っ
た

こ
と
は
参
考
に
し
て
進
め
て
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て

ま
す
。

仕
組
み
づ
く
り
・
関
係
づ
く
り
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角
：
集
客
の
面
で
は
も
う
少
し
工
夫
し
て
い
か
な
い
と
と

い
う
話
を
さ
っ
き
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
他
の
面
で

も
困
り
ご
と
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
。

堤
：
一
つ
は
、『
T
A
S
C
ぎ
ふ
』
の
場
所
が
岐
阜
駅
か

ら
バ
ス
で
20
分
く
ら
い
か
か
る
ん
で
す
が
、
場
所
的

に
遠
い
か
ら
来
れ
な
い
と
か
、
作
品
を
展
示
し
た
い

け
ど
遠
い
か
ら
展
示
で
き
な
い
…
…
と
い
う
声
が
ど

う
し
て
も
あ
る
の
で
。
で
、
今
年
3
カ
所
で
始
め
た

の
が
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
、
遠
方
で
作
品
展
を
行
っ
て

み
ま
し
た
。こ
れ
も
場
所
を
増
や
し
な
が
ら
や
っ
て
、

全
県
下
に
『
T
A
S
C
ぎ
ふ
』
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
に
で
き
る
か
な
と
。

角
：
遠
方
サ
ポ
ー
ト
も
来
年
度
以
降
も
取
り
組
め
た
ら
い

い
課
題
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
一
方
で
僕
た
ち
広
域
セ

ン
タ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
、
取
り
組
み
の
要
望
な
ど

あ
っ
た
ら
知
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

堤
：
今
年
度
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
も
他

の
職
員
も
具
体
的
な
相
談
に
答
え
て
い
け
な
い
っ
て

こ
と
も
多
く
て
、経
験
が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

そ
れ
を
カ
バ
ー
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
助
言
な
り
、

い
ろ
ん
な
情
報
を
広
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
ら
え
た
の

で
そ
こ
は
ホ
ン
ト
に
広
域
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
助
か

広
域
セ
ン
タ
ー
に
望
む
こ
と

大
事
で
す
ね
。

角
：
こ
う
い
う
場
所
を
用
意
す
る
こ
と
で
参
加
者
側
か
ら

の
提
案
で
あ
る
と
か
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
生
ま

れ
て
る
ん
で
す
ね
。
ま
さ
に
実
現
し
た
い
形
の
取
り

組
み
か
な
と
。

っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

角
：
来
年
度
以
降
も
広
域
セ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
相
談
に
の

っ
た
り
、
県
域
セ
ン
タ
ー
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し

た
り
っ
て
こ
と
で
す
か
ね
？

堤
：
我
々
で
も
今
後
研
修
を
組
ん
で
い
く
中
で
、
広
域
セ

ン
タ
ー
の
方
を
講
師
と
し
て
お
呼
び
し
て
今
ま
で
の

広
域
セ
ン
タ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ

て
…
…
と
考
え
て
ま
す
。

角
：
他
の
団
体
の
事
業
の
在
り
方
と
か
を
調
べ
た
り
知
っ

た
り
す
る
機
会
は
あ
り
ま
す
か
？

堤
：
そ
れ
は
実
は
気
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
静
岡

で
も
県
域
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
た
け
ど
ど
ん
な

風
に
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
？
と
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
エ
リ

ア
以
外
の
県
で
も
い
ろ
ん
な
実
践
を
さ
れ
て
ま
す
よ

ね
。
展
示
会
は
ど
う
い
う
仕
組
み
で
や
っ
て
い
る
の

か
？
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
す
ご
く
興
味
が
あ
っ
て

知
り
た
い
で
す
ね
。

角
：
他
の
事
例
を
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
ど
う
や
っ
て

ま
と
め
て
お
伝
え
で
き
る
か
な
？
っ
て
来
年
度
に
向

け
て
考
え
て
み
た
い
で
す
。

発
表
の
機
会
＋
創
作
の
場
へ
の
進
化

菅
：
今
年
度
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
参
加
型

の
展
覧
会
も
企
画
さ
れ
て
ま
す
か
？

堤
：
毎
年
、
年
度
末
に
1
本
大
き
な
展
覧
会
を
や
る
ん
で

す
。
今
年
も
『
t
o
m
o
n
i
ア
ー
ト
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル 

花
さ
き
、
誇
れ
！
』
っ
て
い
う
タ
イ
ト

ル
で
2
月
28
日
か
ら
3
月
3
日
ま
で
や
り
ま
す
。
去

年
は
県
外
の
作
品
も
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
回
は

ど
っ
ち
か
っ
て
い
う
と
県
内
。
発
表
の
機
会
を
創
出

す
る
こ
と
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す

し
、
そ
れ
は
み
な
さ
ん
望
ん
で
る
こ
と
な
の
で
。

角
：
参
加
す
る
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
が
よ
り
こ
の
土
地
に
住

ん
で
い
る
人
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
展

示
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
同
時
に
創
作
す
る
場
も

作
っ
て
い
く
っ
て
い
う
の
は
前
回
か
ら
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
な
の
か
な
と
。

堤
：
ち
ょ
っ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
（
笑
）

角
：
あ
と
2
回
く
ら
い
研
修
会
も
あ
る
ん
で
す
か
？

堤
：
来
週
が
ア
ー
ト
と
権
利
を
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
、

弁
護
士
の
先
生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
商
品
化
と

か
値
段
の
こ
と
と
か
、
こ
こ
に
い
る
と
い
ろ
い
ろ
相

談
あ
り
ま
す
ね
。
我
々
も
パ
ッ
と
答
え
ら
れ
な
い
の

が
実
際
で
す
。
な
の
で
、
我
々
も
勉
強
し
な
が
ら
進

ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
！

菅
：
ア
ト
リ
エ
や
研
修
の
集
客
に
関
し
て
は
、
チ
ラ
シ
を

作
っ
た
り
と
か
FB
で
投
稿
し
た
り
と
か
い
ろ
い
ろ
な

や
り
方
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
年
は
ど
ん
な

方
法
で
さ
れ
て
ま
し
た
か
？

堤
：
ま
ず
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
っ
て
こ
と
と
、
あ

と
は
HP
、
あ
と
県
の
障
害
福
祉
課
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
毎
回
お
願
い
し
て
、
県
の

障
害
福
祉
課
で
会
議
が
あ
る
時
に
、
ア
ト
リ
エ
開

催
の
紹
介
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
こ
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
り
。
あ
と
こ
の
建
物
の
2F
に
ホ
ー
ル
が
あ

っ
て
年
間
30
本
く
ら
い
ホ
ー
ル
事
業
や
っ
て
る
ん
で

す
。
そ
の
中
に
は
障
害
者
が
か
か
わ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
時
に
は
必
ず

差
し
込
み
で
チ
ラ
シ
を
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま

す
。そ
れ
は
定
期
的
に
続
け
て
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

菅
：
チ
ラ
シ
の
作
り
方
な
ど
で
、
こ
れ
は
効
果
が
あ
っ
た

と
い
う
や
り
方
は
あ
り
ま
し
た
か
？

堤
：
ま
だ
そ
の
検
証
ま
で
は
い
っ
て
な
い
と
こ
が
あ
る
と

い
う
の
が
現
状
で
す
け
ど
も
、
HP
で
言
い
ま
す
と
、

今
動
画
が
簡
単
に
UP
で
き
た
り
す
る
の
で
、
オ
ー
プ

ン
ア
ト
リ
エ
の
賑
わ
い
を
写
真
じ
ゃ
な
く
て
動
画
で

伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も

始
め
た
り
し
て
ま
す
け
ど
ね
。

角
：
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
に
来
ら
れ
て
る
参
加
者
の
層
っ

て
ど
ん
な
層
の
方
で
す
か
？

堤
：
幅
広
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
少
な
い
で
す
け
ど
、

家
族
連
れ
だ
と
幼
児
の
方
か
ら
参
加
さ
れ
ま
す
し
、

新
し
い
関
係
性
が
生
ま
れ
る
場
所

年
配
の
方
も
ず
っ
と
参
加
さ
れ
て
ま
す
。

角
：
さ
っ
き
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
個
人
で
来
た

方
、
施
設
で
来
た
方
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
よ
ね

堤
：
そ
れ
が
ぼ
く
ら
も
不
思
議
で
、
ホ
ン
ト
に
自
然
と
交

わ
り
な
が
ら
、
毎
回
来
ら
れ
て
る
方
と
今
日
初
め
て

来
た
方
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
魚
の
絵
と
フ
ク

ロ
ウ
の
絵
を
描
き
合
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
会
話
が
始

ま
っ
た
り
と
か
し
て
る
ん
で
す
。
あ
と
、
足
で
絵
を

描
か
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ

の
様
子
を
見
て
い
た
男
性
の
方
が
「
ず
っ
と
描
い
て

る
と
足
が
疲
れ
る
か
ら
、
疲
れ
な
い
よ
う
な
道
具
を

ワ
シ
が
考
え
て
や
る
！
」
っ
て
。
そ
ん
な
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
。

角
：
へ
え
ー
、
す
ご
い
！　

作
る
場
所
を
通
し
て
、
次
の

新
し
い
関
係
性
と
か
が
生
ま
れ
て
る
の
か
な
？
と
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
ね
ぇ
～
（
笑
）。

堤
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
こ
ち
ら
が
お
願
い
も
し
て
な
い

の
に
（
笑
）。

菅
：
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
っ
て
い
う
の
は
す
ご
い
で

す
よ
ね

堤
：
こ
の
間
も
「
僕
は
尺
八
を
吹
い
て
い
る
か
ら
教
え

た
い
ん
だ
」
っ
て
い
う
ね
。
ま
だ
実
現
で
き
て
な
い

ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
に
ど
う
や
っ
て
尺
八
を
絡
め
る

か
？

角
：
ハ
ハ
ハ
ハ
（
笑
）。
い
い
で
す
ね
～
、
そ
の
ス
タ
ン

ス
が
！

堤
：
で
し
ょ
！ 

で
も
、
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
幸

い
な
こ
と
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
、
そ
う
い
う
方
が
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坂
：
表
彰
式
の
前
日
に
時
間
を
作
っ
て
も
ら
い
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
で
す
か
？

松
：
長
年
続
い
て
い
ま
す
か
ら
。
夕
方
に
準
備
す
れ
ば
問

題
な
い
で
す
よ
。
準
備
自
体
も
出
展
し
た
施
設
が
自

発
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
の
で
。

坂
：
今
回
で
21
回
目
。
先
ほ
ど
、
製
品
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
と
て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま

し
た
。

松
：
え
え
、
子
ど
も
用
の
消
防
服
ま
で
あ
り
ま
す
か
ら

（
笑
）。

坂 

： 

部
屋
に
入
っ
た
瞬
間
、一
際
目
立
っ
て
ま
し
た（
笑
）。

出
展
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、発
想
が
柔
軟
で
す
よ
ね
。

松
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
び
合
え

る
環
境
が
整
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
隣
の
施
設

を
見
て
、
こ
こ
ま
で
は
遊
び
心
を
入
れ
ら
れ
る
み
た

い
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
我
々
は
、
た
だ
工
賃

が
上
が
れ
ば
い
い
で
は
な
く
、
利
用
者
自
身
の
働
き

が
い
や
そ
こ
で
働
く
福
祉
職
員
が
楽
し
く
仕
事
と
向

き
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

坂
：
そ
の
た
め
に
オ
ー
ル
し
ず
お
か
で
は
静
岡
県
内
の

施
設
や
企
業
を
訪
問
し
て
つ
な
げ
て
い
っ
た
ん
で
す

ね
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
新
た
に
開
設
し
た
み

ら
ー
と
に
も
役
立
つ
と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で
す

か
。

松
：
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
な
ん
と
も
言
え
ま
せ

ん
が
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
元
々
オ

ー
ル
し
ず
お
か
は
中
間
支
援
を
行
っ
て
き
た
団
体
な

の
で
、
相
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
ま
す
し
、
ア
ー
ト

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
の
情
報
も
そ
れ
な
り

に
も
っ
て
い
ま
す
。

坂
：
情
報
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
で
す
ね
。

松
：
あ
と
は
就
労
支
援
の
実
績
が
あ
る
の
で
、
ど
う
い
っ

た
形
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
製
品
化
な
ど

の
出
口
支
援
に
も
つ
な
い
で
い
け
る
の
で
は
と
。

藤
：
半
面
、
出
口
支
援
だ
け
に
特
化
せ
ず
ア
ー
ト
活
動
を

支
援
す
る
本
来
の
目
的
も
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
活
動
自
体
が
、
社
会
参
加
の

場
に
な
っ
た
り
様
々
な
接
点
に
な
っ
た
り
。
そ
れ
以

上
に
我
々
が
意
図
し
て
い
な
い
新
し
い
可
能
性
が
埋

ま
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。

松
：
実
務
的
に
言
う
と
、
今
ま
で
オ
ー
ル
し
ず
お
か
の
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
は
施
設
単
位
で
個
人
の
相
談
は
あ
ま
り

受
け
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は
作
家
本
人
や
家
族
か

ら
の
相
談
が
増
え
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

藤
：
実
際
に
早
速
個
人
の
方
か
ら
の
相
談
が
き
て
い
ま
す
。

自
身
の
作
品
を
展
示
し
た
い
·
販
売
し
た
い
と
い
う

相
談
な
の
で
す
が
、
同
様
の
相
談
は
多
い
で
す
か
？

坂
：
新
潟
の
実
績
で
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
初
年
度
で
最
も

多
い
相
談
で
し
た
。
７
割
方
、
売
り
た
い
·
展
示
し

た
い
で
し
た
ね
。

藤
：
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
中
で
ど
う
や
っ
て
相
談
に
応
え
ま

し
た
？

坂
：
私
は
開
設
当
時
違
う
職
場
に
い
た
の
で
す
が
、
相
談

員
は
困
っ
た
よ
う
で
す
（
笑
）。
作
家
本
人
か
ら
ダ

イ
レ
ク
ト
と
い
う
よ
り
も
、
施
設
や
家
族
を
通
じ
て

相
談
が
来
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
で
。
し
か
も

い
き
な
り
出
口
を
求
め
ら
れ
た
と
。
色
々
考
え
な
が

ら
持
ち
寄
り
展
示
会
や
、
創
作
も
展
示
も
販
売
も
自

由
に
で
き
る
創
作
の
場
な
ど
を
少
し
ず
つ
形
に
し
て

い
き
ま
し
た
。

藤
：
な
る
ほ
ど
。
作
家
本
人
か
ら
の
相
談
も
そ
れ
な
り
に

あ
り
そ
う
で
す
ね
。

松
：
あ
と
は
人
材
育
成
。
年
度
末
に
か
け
て
何
回
か
企
画

し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
。
あ
ま
り
敷
居
が
高
く
な
い

内
容
が
良
い
ん
だ
け
ど
。

藤
：
ま
だ
ま
だ
ア
ー
ト
は
敷
居
が
高
い
で
す
か
ら
ね
。
誰

で
も
側
面
的
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
写
真
の
撮
り
方

な
ん
か
良
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
い
か
が
で
す

か
？
作
品
の
記
録
や
見
せ
方
に
意
識
を
も
っ
て
も
ら

う
と
い
う
点
で
。

坂
：
新
潟
で
も
一
回
や
り
ま
し
た
。
即
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ

な
が
る
の
で
受
講
生
は
そ
れ
な
り
に
お
得
感
は
あ
る

よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
う
ち
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
は
写
真
を
専
攻
し
て
い
ま
す
よ
。

藤
：
で
は
早
速
、
研
修
の
日
程
調
整
を
（
笑
）。
初
年
度

な
の
で
他
の
研
修
も
参
加
の
敷
居
が
低
い
も
の
を
企

画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
：
人
材
育
成
は
展
示
会
な
ど
と
比
べ
る
と
地
味
な
ん
だ

け
ど
、
で
も
着
実
に
続
け
て
い
か
な
い
と
将
来
何
も

残
ら
な
い
。
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
ま
す
よ
。

坂
：
継
続
性
は
重
要
で
す
ね
。
我
々
も
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
事
業
の
実
績
は
モ

デ
ル
事
業
か
ら
通
算
し
て
ま
だ
３
年
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
既
存
の
つ
な
が
り
に
頼
り
が
ち
に

な
る
の
で
す
が
、
積
み
上
げ
が
で
き
な
い
と
特
定
の

方
や
団
体
の
た
め
の
組
織
に
な
っ
て
し
ま
う
な
と
。

新
た
な
人
材
育
成
は
最
も
重
点
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
こ
と
で
す
。

松
：
た
だ
、
人
材
育
成
は
な
か
な
か
単
年
度
で
は
成
果
が

見
え
て
こ
な
く
て
。
本
来
は
中
期
的
な
計
画
を
立
て

て
、
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
普
及

支
援
事
業
自
体
が
単
年
度
事
業
。
ど
う
し
て
も
単
発

的
な
事
業
に
な
り
が
ち
で
す
。
年
度
を
ま
た
い
だ
積

み
重
ね
が
課
題
で
す
ね
。

坂
：
確
か
に
。
年
度
を
ま
た
ぐ
と
担
当
者
も
異
動
な
ど
で

変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
つ
な
ぐ

の
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
割
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
日
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
11
月
９
日
〜
10
日
）
で
、
み
ら
ー

と
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
遠
藤
さ
ん
か
ら
学
生
と

の
関
り
方
で
と
て
も
良
い
話
を
聞
き
ま
し
た
よ
。
継

続
的
に
学
生
を
育
て
て
い
く
た
め
に
有
償
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ア
ー
ト
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
の
も
一
つ
で
は

な
い
か
と
。

藤
：
他
県
の
取
り
組
み
や
課
題
を
共
有
で
き
る
の
は
良
い

機
会
で
す
ね
。
私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
作
品
の
デ

ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
話
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
冬
季
間

に
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
静
岡
は
お
勧
め
で
す
よ

（
笑
）。

坂
：
次
は
福
井
県
で
開
催
し
ま
す
（
笑
）。
実
践
報
告
会

と
い
う
形
で
み
ら
ー
と
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

松
：
い
つ
や
る
の
？

坂
：
３
月
の
中
旬
こ
ろ
で
考
え
て
い
ま
す
。

松
：
３
月
は
勘
弁
し
て
よ
（
笑
）。
多
分
、
い
ろ
ん
な
事

業
報
告
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
目
に
見
え
る
。

坂
：
す
み
ま
せ
ん
。
静
岡
か
ら
だ
と
片
道
４
時
間
ぐ
ら

い
か
か
り
ま
す
ね
。
な
に
せ
広
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
し
て

（
笑
）。で
も
き
っ
と
楽
し
い
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

藤
：
で
は
、
逆
に
次
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
展
示
会
は
静
岡
で

（
笑
）。
ま
ち
中
に
使
え
そ
う
な
会
場
が
結
構
あ
り
ま

す
よ
。

　

静
岡
県
で
は
今
年
度
よ
り
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。『
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
オ
ー
ル
し
ず
お
か
ベ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
が
事

業
の
受
託
を
受
け
『
静
岡
県
障
害
者
文
化
芸
術
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
し
た
。
オ
ー
ル
し
ず
お
か
ベ
ス

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
こ
れ
ま
で
障
害
の
あ
る
方
の
就
労

支
援
を
通
じ
て
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
芸
術
文
化
活
動
と
い
う
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ

そ
う
で
す
。
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
松
本
支
援
部
長
と
み

ら
ー
と
の
藤
田
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
お
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。

松
：
松
本
克
彌
（
オ
ー
ル
し
ず
お
か
ベ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

藤
：
藤
田
博
史
（
静
岡
県
障
害
者
文
化
芸
術
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
ー
と
）

坂
：
坂
野
健
一
郎
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

こ
れ
ま
で
の
強
み
と
こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

松
本 

克
彌
（
オ
ー
ル
し
ず
お
か
ベ
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
）

藤
田 

博
史
（
静
岡
県
障
害
者
文
化
芸
術
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
ー
と
）

話
し
手
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本
：
コ
ー
ヒ
ー
を
ど
う
ぞ
。
お
湯
が
ま
だ
沸
か
な
い
の
で
缶

で
。

坂
：
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
す
。
い
つ
も
気
を
遣
っ
て
も
ら
っ

て
。

本
：
同
じ
新
潟
県
と
言
え
ど
も
、
遠
い
で
す
か
ら
ね
。
な
ん

で
そ
ん
な
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
い
ん
で
す
か
？

坂
：
基
本
的
に
こ
の
事
業
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
そ
れ

を
生
か
し
た
相
談
支
援
が
ベ
ー
ス
で
す
。
相
談
が
届
い

て
も
つ
な
げ
る
先
が
な
い
と
微
妙
で
す
し
。
動
い
て
引

き
出
し
づ
く
り
は
や
っ
と
い
た
方
が
い
い
か
な
と
。

本
：
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
幸
い
相
談
も
入
り
だ
し
た
の
で

積
極
的
に
外
に
出
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
半
年

間
は
イ
ベ
ン
ト
を
こ
な
す
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
て
、
果

た
し
て
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
自
問
自
答
の
毎

日
で
し
た
。

坂
：
外
か
ら
見
て
い
て
10
月
～
11
月
は
バ
タ
バ
タ
と
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

本
：
次
年
度
本
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害
者
芸
術
·
文
化

祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
位
置
づ
け
で
す
。
や
っ
て
み
て

感
じ
た
こ
と
は
、
目
的
や
ア
ウ
ト
カ
ム
よ
り
も
体
裁
や

目
に
見
え
や
す
い
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ

の
結
果
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
新
潟
青
陵
大
学
で

実
施
し
た
舞
台
発
表
。
誰
も
観
客
が
い
な
い
と
。
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
も
観
客
も
主
催
者
も
誰
も
喜
ば
な
い
と
い
う

事
態
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

坂
：
本
間
さ
ん
自
身
、
ず
っ
と
福
祉
の
現
場
で
働
い
て
き
て

一
念
発
起
し
て
転
職
し
た
訳
で
す
。
相
当
ス
ト
レ
ス
フ

ル
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

本
：
転
職
自
体
は
何
が
あ
っ
て
も
後
悔
は
な
い
で
す
。
た

だ
、
相
談
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
作
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
た
の
に
順
序
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一

方
で
新
潟
県
が
言
っ
て
い
る
こ
と
も
正
し
い
の
で
、
そ

の
折
り
合
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
感
じ

で
す
。
我
々
の
一
番
の
弱
み
は
計
画
性
を
も
っ
て
事
業

を
形
に
し
て
い
く
指
揮
系
統
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
た

こ
と
で
す
。
セ
ン
タ
ー
長
の
近
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
指
示

が
出
さ
れ
る
の
で
す
が
、事
業
の
実
施
主
体
は
新
潟
県
。

違
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
。
こ
の
判

断
が
ス
ト
レ
ス
で
し
た
。

坂
：
経
験
し
て
な
い
か
ら
分
か
る
よ
う
で
分
か
ら
な
い
。
た

だ
、
何
か
頼
め
ば
形
に
な
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

活
動
を
通
じ
て
で
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
頼
ま
れ
る

こ
と
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）。
新
潟

県
も
本
間
さ
ん
た
ち
の
事
業
の
管
轄
は
文
化
振
興
課
で

す
け
ど
、
私
た
ち
に
は
障
害
福
祉
課
か
ら
一
緒
に
事
業

を
や
り
ま
し
ょ
う
と
話
を
い
た
だ
い
て
ま
す
よ
。
長
岡

市
で
展
示
会
を
や
っ
た
の
で
す
が
、
展
示
も
撤
去
も
４

～
５
名
、
職
員
を
派
遣
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
：
頼
み
方
·
頼
ま
れ
方
の
問
題
で
す
ね
。
ぜ
ひ
う
ち
に
も

頼
み
事
と
い
う
指
示
を
出
し
て
く
だ
さ
い
（
笑
）。
一

部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
じ
ゃ
だ
め
な
ん
だ
な
っ
て
。
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
で
仕
事
が
で
き
る
の
は
幻
想
だ
と
。
今
ま

で
あ
っ
た
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
さ
え
も
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
使
っ
て
し
ま
っ

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
く
は
ず
の
事
業
が

逆
に
す
り
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
。

坂
：
だ
か
ら
12
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
展
示
研
修
会
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
あ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
本
間
さ
ん
の
思
い

が
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ

と
が
や
り
た
か
っ
た
ん
だ
と
（
笑
）。
折
角
の
企
画
な

の
に
全
然
案
内
が
発
送
さ
れ
ず
、
せ
か
し
て
し
ま
っ
て

す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
：
い
え
い
え
、
あ
れ
以
上
広
報
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
ら
新
潟
青
陵
大
学
の
二
の
舞
で
し
た
。
色
々
と
働

き
か
け
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
毎
回
20
名
程
度

の
参
加
を
い
た
だ
き
、一
緒
に
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
様
々
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ん
で
す
ね
。

事
業
所
の
環
境
や
、
作
品
の
楽
し
み
方
な
ど
。
間
違
い

な
く
、
文
化
芸
術
の
活
動
人
口
が
増
え
て
い
く
手
ご
た

え
が
あ
り
ま
す
ね
。
福
祉
か
ら
何
か
ア
ー
ト
を
つ
か
っ

て
利
用
者
の
暮
ら
し
を
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
も
っ
と

豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
く
る
の
は
と
て
も

素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

坂
：
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
富
山
県
か

ら
も
参
加
者
が
来
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。一
方
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
個
々
の
資
質
向
上
と
い
っ
た

側
面
は
成
果
と
し
て
伝
わ
り
に
く
く
な
い
で
す
か
。

本
：
強
く
感
じ
ま
す
ね
（
笑
）。
な
か
な
か
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

良
い
作
品
を
集
め
て
品
評
会
み
た
い
な
の
を
し
た
ら
ど

う
か
と
い
う
声
も
。
将
来
的
に
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
現
時
点
で
は
ま
っ
た
く
興
味
な
い
で
す
ね
。
今

は
、
目
に
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
や
ら
な
い
と
。
だ
か

ら
こ
そ
の
中
間
支
援
組
織
で
あ
っ
て
。

坂
：
中
間
支
援
で
な
け
れ
ば
、
事
業
所
の
作
家
を
猛
烈
に
Ｐ

Ｒ
し
て
展
示
会
に
積
極
的
に
出
展
し
た
り
グ
ッ
ズ
化
し

た
り
と
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ア
ー
ト
活
動
を
広
め
て
い

く
こ
と
も
で
き
る
け
ど
。
そ
の
役
割
を
見
極
め
る
こ
と

は
重
要
で
す
ね
。

本
：
そ
う
考
え
る
と
秋
口
に
や
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
果
た
し
て

中
間
支
援
と
し
て
体
を
な
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か

ね
。
県
や
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
事
業
に
な
っ
て

い
た
の
で
は
と
。

坂
：
中
間
支
援
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
自
然
と
い
ろ
ん
な
事

業
を
み
ん
な
で
作
り
あ
げ
て
い
く
形
に
な
っ
て
い
き
ま

す
ね
。
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
障
害
者
芸
術
·

文
化
祭
も
そ
ん
な
感
じ
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
や
れ
る
の

か
も
。

本
：
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
１
年
事
業
を
実
施
し
て
み
て
、
中

間
支
援
は
難
し
い
。
単
に
事
務
が
で
き
れ
ば
い
い
わ
け

で
も
な
い
し
、
情
報
も
全
然
足
り
て
い
な
い
。
向
き
不

向
き
と
い
う
よ
り
も
で
き
る
人
、
で
き
な
い
人
が
公
然

と
出
て
き
ま
す
よ
。
ア
ー
ト
活
動
は
普
遍
的
で
す
が
、

そ
れ
を
広
げ
て
い
く
人
は
限
り
な
く
職
人
的
。
ア
ー
ト

活
動
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、
職
人
は
枯
渇
し
て
奪

い
合
い
が
お
き
ま
す
よ
。

坂
：
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
る
時
点
で
本
間
さ
ん
は
適
任
で
す

（
笑
）。
中
間
支
援
と
い
う
分
か
り
に
く
い
こ
と
に
堪
え

ら
れ
る
·
や
り
が
い
を
持
て
る
·
実
際
に
や
れ
る
方
は

少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
展
示
研
修
会
の
よ

う
な
場
か
ら
輝
く
方
の
発
掘
に
つ
な
が
る
か
も
。
作

家
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
キ
ー
に
な
る
方
と
出
会
え

る
の
も
こ
の
仕
事
の
醍
醐
味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
育
て

よ
う
と
思
っ
て
育
て
ら
れ
な
い
な
ら
見
つ
け
る
し
か
な

い
。

本
：
そ
う
考
え
る
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
あ
と
は
お
金
の
使

い
方
が
う
ま
く
な
い
と
。
節
約
と
か
そ
う
い
う
意
味
じ

ゃ
な
く
て
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
に
お
金
を

使
え
る
形
で
使
え
る
か
。
効
果
的
な
お
金
の
使
い
方
が

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

坂
：
相
手
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
使
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

（
笑
）。
い
や
な
言
い
方
で
す
け
ど
。
本
当
に
困
っ
て
い

る
か
、
効
果
が
あ
る
か
な
ど
分
析
は
必
要
で
す
。
化
け

た
と
き
は
一
生
恩
を
忘
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
仲
良
し
だ
か
ら
み
た
い
な
の
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。

本
：
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の
話
を
通
じ
て
、

い
や
ぁ
、
坂
野
さ
ん
、
相
当
悪
い
人
で
す
ね
（
笑
）。

質
問
し
て
い
る
よ
う
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
皮
肉
を
混
ぜ
て

ま
す
し
、
色
々
事
例
を
見
て
き
た
ん
だ
な
と
。

坂
：
誉
め
言
葉
と
し
て
、
ま
す
ま
す
精
進
し
ま
す
（
笑
）。

本
：
惚
れ
惚
れ
す
る
よ
う
な
極
悪
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

（
笑
）。
綺
麗
ご
と
で
こ
の
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

私
も
も
っ
と
泥
臭
く
掘
り
下
げ
て
中
間
支
援
と
は
何
か

を
問
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
潟
県
内
で
障
害
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
を

様
々
な
形
で
実
施
し
て
き
た
『
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
新
潟
』。
今
年
度
よ
り
新
潟
県
か
ら
障
害
者
芸

術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
の
委
託
を
受
け
『
新
潟
県
障
害

者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ら
ら
ー
と
』
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
自
由
な
企
画
と
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
緩
や

か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
続
け
て
き
た
活
動
が
、
制
度
と
し
て

運
用
さ
れ
て
い
く
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
担
当
の
本
間
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

本
：
本
間
友
一
朗
（
新
潟
県
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ら
ら
ー
と
）

坂
：
坂
野
健
一
郎
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
の
本
来
の
目
的
は
…

本
間 

友
一
朗
（
新
潟
県
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ら
ら
ー
と
）

話
し
手
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見
せ
る
機
会
と
か
場
所
っ
て
あ
る
の
か
な
？
と
思
っ
て
検
索
し
て
み
ま
し
た
。

角
：
佐
藤
さ
ん
は
ず
っ
と
絵
を
描
い
て
た
ん
で
す
か
？

佐
：
い
い
え
、
中
学
校
の
時
に
ち
ょ
っ
と
描
い
た
く
ら
い
で
、
そ
れ
か
ら
描
い
て
な
く

て
。
ち
ょ
う
ど
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
見
つ
け
て
、
こ
の
サ
イ
ズ

か
わ
い
い
な
あ
と
買
っ
て
、
新
し
い
ペ
ン
も
買
っ
て
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
ペ
ン

が
あ
る
か
ら
試
し
書
き
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
試
し
て
描
い
た
ん
だ
け
ど
、
試
し

書
き
の
領
域
を
超
え
て
て
（
笑
）。

角
：
こ
の
絵
は
試
し
書
き
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
最
初
か
ら
作
風
が
決
ま
っ
て
ま
す
ね（
笑
）

佐
：
な
ん
と
な
く
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
た
ら
こ
ん
な
作
風
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ち
ょ
う

ど
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
だ
っ
て
わ
か
っ
た
後
あ
た
り
で
す
ね
。
自
分
の
中
で
生

き
づ
ら
さ
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
発
散
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
絵
で
も

描
こ
う
か
な
と
思
い
は
じ
め
て
。
も
と
も
と
作
る
の
は
好
き
な
ん
で
す
が
、
あ
ん

ま
り
器
用
じ
ゃ
な
い
の
で
。
で
も
絵
な
ら
自
分
だ
け
の
世
界
だ
か
ら
、
こ
れ
が
変

で
も
曲
が
っ
て
て
も
ど
う
で
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
。

角
：「
も
ち
よ
り
展
」
終
わ
っ
て
か
ら
ど
ん
な
風
に
過
ご
し
て
ま
し
た
か
？

佐
：
家
事
を
や
り
な
が
ら
絵
を
描
い
た
り
し
て
、
4
月
に
個
展
を
や
る
の
で
そ
の
準
備

や
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
ま
し
た
。

角
：
個
展
が
決
ま
っ
た
と
聞
い
て
、
す
ご
く
め
で
た
い
な
！
と
。

佐
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

角
：
佐
藤
さ
ん
が
最
初
に
連
絡
を
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
去
年
の
夏
で
し
た
よ
ね
。

佐
：
連
絡
す
る
ち
ょ
っ
と
前
に
、『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
』
と
い
う
概
念
を
知
っ
て
、

私
の
絵
も
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
！
と
思
っ
て
、
近
場
で
や
っ
て
る
と
こ
ろ
を
検

索
し
た
ら
、『
N
A
S
C
（
※
新
潟
県
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
N
A
S
C
）』
が
出
て
き
た
の
で
連
絡
し
た
ん
で
す
。

角
：
作
品
を
展
示
し
た
い
と
思
っ
て
た
ん
で
す
か
？

佐
：
ず
ー
っ
と
一
人
で
描
い
て
一
人
で
楽
し
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、
中
学
時
代
の
恩
師

に
「
一
人
で
描
い
て
な
い
で
、ど
っ
か
に
見
せ
な
さ
い
！
」
っ
て
言
わ
れ
た
の
で
、

恩
師
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
て

　
「
最
近
描
い
た
5
枚
で
す
。
拙
い
絵
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
子
供
の
よ
う
な
物
で

気
に
入
っ
て
い
ま
す
…
…
」。
昨
年
7
月
、
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
に
届
い
た
一
通
の
メ

ー
ル
と
添
付
さ
れ
た
作
品
の
写
真
、
そ
れ
が
佐
藤
さ
ん
と
の
出
会
い
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
身
近
な
人
以
外
に
は
作
品
を
見
せ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
佐
藤
さ
ん
が
、
自
分
の
手
で

作
品
を
展
示
し
、
作
品
を
介
し
て
お
客
様
と
会
話
す
る
機
会
を
自
ら
生
み
出
す
こ
と
に

な
る
と
は
、
お
そ
ら
く
ご
本
人
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
佐
藤
さ
ん

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
も
ち
よ
り
展
」
を
振
り
返
っ

て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

佐
：
佐
藤
葉
月

角
：
角
地
智
史
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
、き
っ
か
け
は
足
元
に
転
が
っ
て
い
る
！

佐
藤 

葉
月

話
し
手

角
：
10
月
の
「
も
ち
よ
り
展
」
に
向
け
て
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
よ
ね
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
以
前
に
も
参
加
し
た
こ
と
は
あ
っ
た

ん
で
す
か
？

佐
：
全
然
な
か
っ
た
で
す
。
人
様
に
絵
を
見
て
い
た
だ
く
の
が
初
め
て
で
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
か
そ
う
い
う
繋
が
り
が
全
然
な
く
て
、『
N
A
S
C
』
さ
ん
と
の
繋
が

り
が
初
め
て
で
し
た
。

角
：
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
描
い
た
り
、
展
示
練
習
し
た
り
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

佐
：
人
見
知
り
な
の
で
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
か
な
？
と
不
安
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
み
な
さ
ん
優
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
初
め
て
の
展
示
も
楽
し

く
で
き
ま
し
た
し
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
経
験
値
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

角
：
人
と
か
か
わ
る
の
は
苦
手
だ
っ
た
？

佐
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
あ
ん
ま
り
な
く
て
、
初
対
面
の
人
だ
と
固
ま
っ
た

視
野
が
広
が
り
経
験
値
も
増
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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け
な
い
と
い
う
か
、
描
く
気
に
な
れ
な
く
て
、
空
気

が
抜
け
た
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ボ
ー
っ

と
し
て
ま
し
た
ね
。

角
：
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
作
品
ア
ッ
プ
し
て
た
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
は
ど
ん
な
や
り
と
り
を
し
て

ま
す
か
？

佐
：
も
う
ち
ょ
っ
と
描
き
込
ん
だ
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
と
か
、
そ
ん
な
や
り
と
り
も
あ
っ
て
、
人
に

見
せ
る
描
き
方
と
い
う
か
、
ど
う
い
う
風
に
見
て
も

ら
い
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
描
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

角
：
青
の
ペ
ン
以
外
で
も
描
か
れ
て
い
る
と
か
？　

佐
：
画
材
を
買
い
に
行
っ
て
、
こ
の
色
き
れ
い
！
と
思
っ

て
買
っ
た
ペ
ン
で
描
い
て
み
ま
し
た
。

角
：
ど
ん
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
か
？

佐
：
青
以
外
も
描
く
ん
だ
ね
と
か
、
こ
の
色
も
き
れ
い
だ

ね
と
か
、
い
ろ
ん
な
感
想
が
あ
っ
て
青
以
外
も
使
っ

て
良
か
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
も
ら

っ
て
仲
間
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
！　

イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
も
自
分
の
作
品
を
上
げ
て
る
ん
で
す
け

ど
、
海
外
の
方
か
ら
も
結
構
コ
メ
ン
ト
が
き
た
り
し

て
、
す
ご
く
楽
し
い
な
あ
と
思
っ
て
ま
す
。

角
：
い
い
で
す
ね
～

佐
：
コ
メ
ン
ト
が
英
語
と
か
ド
イ
ツ
語
な
の
で
、
グ
ー
グ

ル
翻
訳
で
翻
訳
し
て
、
何
と
な
く
こ
ん
な
こ
と
言
っ

て
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
ら
サ
ン
キ
ュ
ー
！
っ
て
返
信

し
て
ま
す
（
笑
）

角
：
活
動
の
幅
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね

（
笑
）。 

4
月
の
個
展
も
楽
し
み
に
し
て
ま
す
！

ん
だ
ろ
う
？
と
か
、
ど
ん
な
思
い
で
描
い
て
る
ん
だ

ろ
う
？
っ
て
い
う
の
が
リ
ア
ル
に
会
話
で
分
か
っ
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
思
い
ま
し
て
。
作
者

と
話
す
こ
と
で
『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
』
と
か
、

障
害
の
こ
と
と
か
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
か
な
と
思
っ
て
貼
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

緊
張
し
ま
し
た
（
笑
）。
あ
ん
ま
り
お
し
ゃ
べ
り
は

上
手
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
作
者
と
し
て
、
見
て
い
る
方

か
ら
感
想
も
お
聞
き
き
し
た
い
で
す
し
、
こ
ち
ら
も

伝
え
た
い
こ
と
と
か
あ
り
ま
し
た
し
。

角
：
佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、
と
て
も
思
い
切
っ
た
行
動
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。
佐
藤
さ
ん
自
身
が
、
見
て
い
る
お

客
さ
ん
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
？

佐
：
私
が
ど
ん
な
風
に
描
い
て
る
か
、
ど
ん
な
思
い
で
描

い
て
る
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

角
：
実
際
、
お
客
さ
ん
と
話
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
？

佐
：
私
の
名
前
「
葉
月
」
な
ん
で
す
が
、
私
の
絵
を
見

て
い
る
お
客
さ
ん
で
、「（
作
品
が
）
細
か
く
て
ハ
ズ

キ
ル
ー
ペ
が
必
要
だ
わ
～
。
あ
ら
作
者
、
ハ
ヅ
キ

ち
ゃ
ん
て
い
う
の
‼　

ホ
ン
ト
に
ハ
ヅ
キ
ル
ー
ペ
だ

わ
！
」
っ
て
言
っ
て
る
方
が
い
ら
し
て
、
そ
れ
が
す

ご
く
お
も
し
ろ
く
て
（
笑
）。

角
：「
も
ち
よ
り
展
」
が
終
わ
っ
て
か
ら
っ
て
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
？

佐
：
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
で
す
ね
。
寂
し
く
て
絵
が
描

青
か
ら
の
多
色
へ
、
新
し
い
扉
を
開
け
て

角
：
人
か
ら
言
わ
れ
て
初
め
て
気
づ
く
っ
て
こ
と
あ
り
ま

す
よ
ね
。
感
想
も
ら
っ
て
創
作
に
影
響
っ
て
あ
り
ま

し
た
か
？

佐
：
私
、
作
品
の
裏
面
に
一
言
書
く
ん
で
す
け
ど
、
10
月

の
「
も
ち
よ
り
展
」
の
時
に
そ
の
一
言
を
見
て
フ
フ

ッ
て
笑
っ
て
い
た
お
客
さ
ん
が
い
て
、そ
れ
を
見
て
、

一
言
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
ん
だ
な
！
っ
て
。
そ
れ
か

ら
は
裏
面
の
一
言
も
手
を
抜
か
ず
書
く
よ
う
に
し
て

ま
す
。

角
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
準
備
を
し
つ
つ
迎
え
た
「
も
ち

よ
り
展
」
で
す
が
、
実
際
の
作
品
展
示
は
佐
藤
さ
ん

に
と
っ
て
ど
ん
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
か
？

佐
：
自
分
の
絵
で
も
良
か
っ
た
ん
だ
！
っ
て
い
う
自
信
に

な
り
ま
し
た
ね
。
人
様
に
お
見
せ
し
て
も
い
い
ん
だ

な
と
。

角
：
不
安
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

佐
：
あ
ん
ま
り
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
何
に
対

し
て
も
常
に
自
信
が
な
い
と
い
う
か
。
人
様
に
見
て

い
た
だ
い
て
感
想
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
絵
を
描
い

て
い
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

角
：
僕
は
、「
も
ち
よ
り
展 

」
で
佐
藤
さ
ん
が
作
品
の
下

に
「
作
者
会
場
に
い
ま
す
。
気
軽
に
お
声
が
け
下
さ

い
」
と
い
う
貼
り
紙
を
し
て
た
事
が
と
て
も
印
象
的

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
で
貼
り
紙
を
し
よ
う
と

思
っ
た
ん
で
す
か
？

佐
：
展
示
し
て
あ
る
絵
を
見
て
、
ど
ん
な
人
が
描
い
て
る

「
作
者
会
場
に
い
ま
す
。

気
軽
に
お
声
が
け
下
さ
い
」

り
す
る
ん
で
す
。

角
：
実
際
参
加
し
て
、
当
事
者
の
方
や
親
御
さ
ん
、
福
祉

施
設
の
職
員
さ
ん
と
か
、
様
々
な
方
が
い
ら
し
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
ど
う
で
し
た
か
？

佐
：
共
同
作
業
を
や
っ
た
こ
と
で
、
す
ご
く
距
離
が
縮
ま

っ
た
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
段
ボ
ー
ル
の
組
み
立

て
は
一
人
で
は
で
き
な
い
の
で
、
あ
た
し
こ
こ
や
り

ま
す
！
と
か
、
こ
こ
や
っ
て
く
だ
さ
い
！
と
か
、
一

生
懸
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
ち
ょ
っ

と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

角
：
佐
藤
さ
ん
と
し
て
は
、
一
緒
に
手
を
動
か
す
中
で
会

話
し
た
方
が
か
か
わ
り
や
す
か
っ
た
で
す
か
？

佐
：
1
対
1
で
会
話
を
す
る
よ
り
は
、
作
業
を
し
な
が
ら

の
方
が
会
話
は
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

角
：
7
月
は
「
対
話
型
鑑
賞
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。

佐
：
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
ね
。
も
し
自
分
の
作
品
を
発

表
し
て
、
こ
れ
は
何
か
違
う
と
か
、
変
だ
と
か
言
わ

れ
た
ら
ち
ょ
っ
と
嫌
だ
な
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た

（
笑
）。

角
：
他
の
参
加
者
か
ら
は
ど
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
か
？

佐
：
み
ん
な
好
意
的
な
意
見
で
、「
こ
う
い
う
見
方
を
し

て
く
れ
る
ん
だ
！
」
と
か
、
そ
う
い
う
の
も
わ
か
っ

て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

角
：
例
え
ば
ど
ん
な
見
方
が
あ
り
ま
し
た
か
？

佐
：
私
の
絵
は
青
系
が
多
い
の
で
、
水
を
連
想
さ
せ
る
ね

…
…
と
か
。
自
分
で
は
青
が
好
き
で
青
で
ば
っ
か
り

描
い
て
た
だ
け
な
の
で
、
水
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
も

あ
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
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≪情報発信≫
【Facebook ページ】
いいね数　509 件
記事投稿数　32 件
総閲覧数　32,154 人

（平成 30 年 6 月 14 日～平成 31 年 3 月 29 日）
記事最高閲覧数　822 人
内容　イベント広報／展示会周知

【ホームページ】
総閲覧数　4,709 件

（平成 30 年 6 月 14 日～平成 31 年 3 月 29 日）
掲載記事数　6 件
内容　展示会・創作の場・研修などの開催告知

≪新聞掲載≫
◎上越タイムス
　平成 30 年 9 月 26 日掲載
　より多様な文化事業へ  10 月 6 日から上越アートプロジェクト
◎新潟日報
　平成 30 年 10 月 19 日掲載
　障害者らの展覧会　県内増加『作品評価の契機に』
◎新潟日報　おとなプラス
　平成 30 年 11 月 21 日掲載
　アール・ブリュットの力
◎福井新聞
　平成 31 年 3 月 7 日掲載

≪成果物≫
①みんなでわいわいあーとなじかん
　～絵を描きたい・作りたい方、集まれ！～
②おせっかい道場
　～アート作品をプロデュースしたい人・されたい人、集まれ！～
③上越アートプロジェクト わからないの居場所
④障害ある方の創作に係る事例検討会
⑤あいだのとらえかた　フクシ×アート×○○

①③⑤

新潟日報　おとなプラス
　平成 30 年 11 月 21 日掲載

　アール・ブリュットの力

②④

成果物・情報発信

成果物・情報発信
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成果と課題
　東海 · 北陸ブロック障害者芸術文化活動広域支援センターが開設され 2 年が経ちました。平成 30 年度は
ブロック内に県域センターが 5 つ設置され、今までに以上に新たな出会いやつながりができました。活動
を支えていただく方が増えた分、その期待に応えるためにより広域的な活動にシフトしていく必要があった
なかでこの 1 年間の成果や、今後の課題を下記のとおりまとめました。

成果について
１ 広域センターの役割

　県域センターが平成 29 年度の 1 つから 5 つに増えたことによって、各地の取り組み状況や情報の集積を
行う必要がありました。特に今年度から県域の障害者芸術文化活動普及支援事業の実施主体が都道府県に移
管されたこともあり、スタートアップに不安があったためセンター開設前の情報収集には特に力を入れまし
た。各県の担当者からも積極的に問い合わせをもらい準備を進めていきました。連絡会議も今年度は昨年度
の反省を踏まえ、8 月に第 1 回目、11 月に第 2 回目と早い時期に開催したことによって県域センターの担
当者同士のつながりをつくることができました。

２ 未実施県へのアプローチ
　平成 29 年度は巡回訪問を中心に未実施県への支援を行いましたが、今年度は未実施県で障害のある方の
創作活動を積極的に取り組んでいる団体と協力して研修会を開催しました。全国の都道府県が特色を生かし
つつ普及支援事業に取り組んでいただくことが理想ですが、地域毎の状況を踏まえたアプローチが必要で
す。県域センターがなくても実施できることとして研修会を実施することにより、作家本人や家族 · 施設間
のネットワークをつくることができました。

今後の課題について
１ 中間支援組織のあり方

　みんなでいきるではモデル事業から通算して 3 年間、障害のある方の創作活動に関わってきました。中
間支援組織として自らの団体のための活動ではなく外に向けた相談支援や人材育成、ネットワークづくりな
どを実施してきました。新たなつながりができていく一方で、センター設置初期のころから関わってくれた
特定の個人や団体などへの支援の偏重が出てきました。従来のつながりを大事にしつつも、新たな層へのア
プローチがないと一部の活動になってしまい広がっていきません。中間支援組織としての役割を常に確認
し、事業を実施していく必要があります。

２ 成果の伝え方
　中間支援は展示会や発表の機会といった直接的な内容のものもありますが、基本的には間接的な事業で
す。我々が側面的に支援した先がどうなったかということが成果として重要となってきます。具体的には人
材育成や有機的なネットワークづくり、さらにその先の地域の変化や共生社会の実現などがあげられますが
成果が見えるまでに時間がかかりかつ数値化が難しい項目となります。ただ、このことを言語化したり視覚
的に示すことができない限り普及支援事業の意義は一般的に広がっていきません。効果的なアーカイブの方
法などを整理していく必要があります。

３ 地理的側面
　東海 · 北陸ブロックは 8 県にまたがり、広大な面積を有しております。地理的に、どの県も集まりやすい
中心となる地域がなく時間的にも金銭的にも移動コストがかかります ( 例えば我が法人の拠点がある上越妙
高駅から三重県津市までは片道最短で 5 時間かかります )。県域センターの予算も各県によりバラつきがあ
り会議の出席一つをとっても大きな負担になることがあります。ブロック単位で会議や研修会を企画して
も、物理的に参加ができないことも想定され県域センターから望まれた事業にならないおそれがあります。
ある程度、ブロック単位では県域センターに対する移動に関わる金銭的な補助が必要です。またブロック内
の複数団体によるコンソーシアム方式でのブロックセンターの運営やブロック外から支援を受けたほうが
効果的な場合があると考えます。

４ 求められている事業
　ブロック会議などの意見を含めると東海 · 北陸ブロックにおいては、ブロック研修会 ( 権利保護 · アート
ディレクター養成研修 ) のニーズは低かったです。研修よりも定期的にブロック内の県域センターの担当者
が顔を合わせる機会がほしい、もしくは展示会などの機会で一緒に手を動かしたいといった要望が多かった
です。県域センターの声に裏付けされた事業を企画 · 実施していく必要があります。

成果と課題




